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第8章 日本語文生成システム

この章では、意味ネットワークから日本語文を生成するシステムを紹介す

る。意味ネットワークによる意味表現と動詞辞書が与えられれば、通常のB

本語文は生成可能で、ある。また、このシステムは埋め込み文を処理すること

も可能で、ある。

6. 1 はじめに

文生成は、機械翻訳システムの一部として、あるいはコンサルテーション

システムの出力インターフェースの一部として用いられている。出力インタ

ーフェースとしては、現在に至るまでテーブル形式で出力文をあらかじめ用

意しておく方式が中心を占めていた。例えば、適性診断テストや学力テスト

の診断文、コンパイラのエラーメッセージ、アプリケーションの出力フ。ロン

プトなどがそれにあたる。

しかし、 AIを応用した質問応答システムや推論システムでは、そういった

テーブル形式で出力文を用意しておくことは実際上不可能で、ある。それらの

システムでは、フレームや意味ネットワークといった推論に適した知識表現

をデータとして採用している。そうした知識表現により従来のデータ処理手

法では処理できなかった、一様で、ないデータの処理が可能になった。

データ形式が一様で、ない以上、テーブル形式のような単純な手法で推論や

出力文の処理を行なうことはできない。そこで求められるのが、任意のシス

テムへ組み込むことのできる、汎用的な文生成システムである。

また、文生成の子法は機械翻訳システムを構築するときには、必ず必要に

なってくる。機械翻訳の最初に来る形態素解析や構文解析ほどの重要度はな

いが、機械翻訳の最後のフェーズである文生成の部分の質が悪いと、翻訳文

に対する後処理の手間が増えることになる。

この章では、意味ネットワークからの文生成の手法について詳しく考察し、

実用システムに拡張することを前提とした本格的なシステムを構築する。



自然言語処理第 2部144 

日本語文生成6.2 
さて、文章を生成するときに考慮しなければならない要素は以下の2つの

ものに分類することができる。

動調、名詞、修飾語といった文を構成する要素

時制、話者の判断、

① 

② 

これ

アスペクトといった文全体にかかる属性

文を構成する要素には、各品詞類に属する具体的な語が入ってくる。

らの語は、文章を生成した時、実際に文面に出てくる。

文全体の属性には以下のようなものがある。

時制(過去・現在・未来)

アスペクト(継続・完了・結果)

受身、使役

話者の判断(否定、推定、希望)

話者の働きかけ(命令、疑問、禁止)

①

②

③

④

⑤

 

英語の場合、こういった文の属性は、用言の語尾変化と助動詞を組み合わ

せるだけでなく、語順を変えることによって表現する。対して日本語の場合、

これらの属性は属性値に応じた付属語(助詞、助動詞)で表現され、語)1闘を変

えることはない。

このように、日本語の文生成の手続きの中で、文全体にかかる属性の処理

は、動詞を中心とした述語の部分にかかっている。述語の生成さえできれば、

後は名詞匂や副調、埋め込み文といった文を構成する要素を、文法にかなっ

た順に並べるだけで、意味の通じる文を生成することが可能で、ある。

意昧ネットワークによる中間表現6.3 

意昧ネットワークによる表現

この章で紹介する文生成システムは、意味ネットワークで表現されたデー

タから文章を生成する。意味ネットワークはフレームやプロ夕、クションシス

テムと並ぶ代表的な知識表現手法である。意味ネットワークは当初、人間の

語句の意味の記憶モデルとして開発された。それ以後は、文章をどのように

理解しているかに関するモデルの表現法として、認知心理学の分野を中心に

6.3.1 

として利用されている。

文章理解の意味ネットワークモデルには、格文法の理論が取り込まれてい
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る。格文法では、動詞とその引き数の関係の記述が中心的課題となっている。

引き数に割り当てられた役割を「格」といい、例えば次のようなものが考えら

れている。

Agent (主格)

Instrument (道具格)

Object (目的格)

Source (始発格)

Goal (目標格)

:動作を行なった行為者

:動作を行なうときに用いた道具

:動作がなされた対象

:移動動作の出発点

:移動動作の到達点

上に挙げたものはあくまでも一つの例で、格にどのようなものがあるかにつ

いての合意はなされておらず、人によって様々の格が設定されている。

意味ネットワーク表現がどういったものであるか、また格文法理論をどの

ように取り入れているかを、文生成の例に用いた実際の例を用いて説明しよ

う。図6-1、図6-2が日本語の文生成に用いる中間表現を、意味ネットワーク

で表現したものである。

図6-1、図6-2がそれぞれ「哲夫が裕子が卵で昨日作った料理を一人で食べて

いるJr昨日先生に話した目付きの悪い男が先ほどきた」という文章の意味ネ

ットワーク表現である。圏中で、枠で囲つである部分は「ノード」、ノードを

結んで、いる線は「リンク」と呼ばれている。意味ネットワークは、「左側のノー

ド」の「リンクで示される属'性」の値は「右側のノード」と読むことができる。例

えば図6-2においては

「話す」のrobjectJの値は「先生」

「男」のradjJの値は「目付きの悪い」

「人間」のfisaJの値は「生物」

のような関係が、意味ネットワーク中に表現されている。各リンクがどのよ

うな属性を示しているかの例を以下に示そう。

A isa B 

AはBの1手重である

A agent B 

Aの主格はBである

A object B 

Aの目的格はBである

A adj B 
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tlme 
作る

昨日(過去)

obj巴ct

料理
object 

osr 
食べる

図6-1 哲夫が裕子が卵で昨日作った料理を一人で食べている

Aを修飾する形容詞はBである

A osr B 

AのアスペクトはBである

格に関する属性以外に、修飾関係や文章では表現されていない概念間の階層

関係(isa)も、意味ネットワーク中に表現されている。時制やアスペクトとい

った文全体にかかる意味的な属性も、同様に意味ネットワークとして表現す

る。図6-1、図6-2の例に出ていない主なリンクには、

locate 場所を表わす副詞
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話す

昨日(過去)

lsa 

男
adj agent 
目イすきの悪い

osr 
来る

先ほど(現在)

図6-2 昨日先生に話した目付きの悪い男が先ほどきた

owner 名詞の所有者を示す

などがある。

6.3.2 動詞辞書

意味ネットワークの先頭に来ているのは、その文章の動詞である。動詞は、

要素を 4つもった動詞辞書を参照するために用いられる。第 1要素は

[[・・・ IT] ，T]， 

で、動調の語幹部分を重リストで表わしたものがくる。・・・の部分は動調語幹

をシフト ]ISコードに変換したものが入る。例えば「話す」の場合は「話」のシ

フト ]ISコードであるに26526"を入れて

[[ -26526 I X] ，X] 

を語幹とする。語幹がない場合は、重リストで表現したヌルリスト



148 第 2部 自然言語処理

[X，XJ 

で表現する。

第2要素は

[行，段]

という書式で動詞の活用形が入る。例えば「話す」は、さ行5段活用なので

[さ， 5J

を活用形の記述とする。

第3要素は、動詞の必要とする格に関する情報をいれる。例えば「話す」の

取り得る格は、以下のような制約を持っている。

話す主体(agent):人間

話す相手(object):生物

話す話題(topic):どんな要素が入ってきても構わない

この制約を辞書の中では

[[agent，が，人間，-J，[object，に，生物，-J.[topic，について~一JJ

と表現する。

第4要素はアスペクト素性を表わす。アスペクト素性は現在は以下に挙げ

る4通りのものがある。

[ +，十]

[十，一]

[-，-J 

[一，+J

r_ている」がつかない動詞

「前，間，後，ながら」がつかない動詞

r_し終える」がつかない動調

その他大半の動詞はここにはいる

例えば「話す」はr_ているJr前Jr-し終える」のいずれもつけることができる

ので

[一，+J 

となる。また、来るは「来終える」という表現を取れないので

[-，一]

となる。

図6-1、図6-2に出て来る 4つの動詞の辞書を図6-3に示す。



話す([ 

一JJ.

来る([ 

作る([

食べる([

[[一26526I XJ ，XJ， 

[さ， 5J. 

第 6章 日本語文生成システム 149 

[[ag巴nt，が，人間，ーJ.[object，に，生物，-J，[topic，について，-，

[一，+J 

J) . 

[X，XJ， 

[か，変J.

[[agent，が，生物，ーJJ.

[一，一]

J) . 

[[ -29204 I XJ， XJ ， 

[ら， 5J. 

[ー，十]

J) . 

[agent，が，人間，-J，

[obj，を，具体物，ーJ.

[instr，によって，道具，-J，

[material，で，具体物，ー]

[[ -28600 I XJ ，XJ， 

[ば，下一J， 

[一，十]

J) . 

[agent，が，人間，-J，

[obj，を，食べ物，-J

国6-3 意味ネットワーク中に出て来る動詞の辞書
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6.3.3 意昧ネットワークのProlog表現

図6-1、図6-2の意味ネットワークを Prologで記述したものを、それぞれ図

6-4、図6-5に示す。

link (time， [述語，作るJ.[過去，昨日J). 

link (obj，[述語，作るJ.料理). 

link (material， [述語，作る]，卵)• 

link (agent， [述語，作る]，裕子). 

link (isa，裕子，女)• 

link (isa，女，人間). 

link (osr， [述語，食べる]，未完了). 

link (agent， [述語，食べる]，哲夫). 

link (obj，[述語，食べるJ.料理). 

link (adv， [述語，食べる]，一人で). 

link (isa，哲夫，男)• 

link (isa，男，人間). 

link (isa，人間，生物)• 

link (isa，料理，食べ物). 

link (isa，卵，食べ物). 

link (isa，食べ物，具体物). 

国ト4 囲6-1の意時ネ':!ト 1ワークのE司回，1(庖設現

link (time. [通語，蹄す].[過去.昨日])ー

link (tollic. [通園唱臨すL関L
link (obj， [述翻ι障す].先生). 

link (isa.先生φ人間ト

link (isa.人間咽生物}

link (adj，舟，[adj，鼠付きの悪い]).

link (time. [遠距，来る].[現在E先ほど]). 

link (osr， [遺臨酎来るL完了).

link (age恥l通語輔来るL男).
link (isa，男，人間). 

図6-5 図6-2の意味ネットワークの Prolog表現

IS自 掠2郡白t.A冨信趨il

6.3.3 車時本町ツトワークの Prlロ ~O，g 衰現

岡6・1、間6・2的意味本 γトワークをPrologで把述したものを、それぞれ図

S-4、|国トuこ示す.

l担ldt国e.[述語，作るJ.[過去.昨日)).

link (obj， [述悶畑作る].J:l理上

Jink (ma耐 ial.[述路.作る]， ，~). 

ink (ag開t.[述師，f~るJ.裕子ト

link (i祖"踊子，女ト

link USa. 11:..人問). 

I，inik (附槽[述路島食べる].来完了). 

link (a脚 lt.随時，食べる]恒夫). 

Iink (obj. [遥臨，食べlるJ，科J!IU.

link (a:dv. [違酷，食べるl.一人でL

link (jsa，哲夫，男ト

linlk (j担.男，人間).

link (jsa..人I聞.些劫). 

link (isa.料理由べ特)，

link (isa.#".企べ物上

link (i掴.食べ物，具体物}

国ト4 囲6-1の意時ネ':!ト 1ワークのE司回，1(庖設現

Iirik (time. [遺骨蹄す].[過去.昨日])ー

linl!， (topic. [通園唱臨すJ.関L
Hnk (obj， [述翻ι障す].先生). 

Iin批(isat先生φ人間ト

出}(，{isa，人間咽生物}ー

link (adj，舟，[adj，鼠付きの悪い]).

Iink (t加lC.[遠距，来る].[現在E先ほど]). 

Iink (osr. [遺臨酎来るL完了).

linl'c (age恥，(通語輔来るL男)，
link (isa.開閉入問). 

園&-5 闘6-Zの意時ネ γ トワークのPro]噌i表現
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述語ノードはそれが述語であることを示すために

[述語，NodeJ

と表記する。副調を表わすノードは

[adv，NodeJ 

[time，NodeJ 

[Iocate，NodeJ 

Nodeには副調を表わすアトム

Nodeには副詞を表わすアトム

Nodeには副詞を表わすアトム

の3種類のものがある。形容調を表わすノードは

[adj，NodeJ Nodeには形容詞を表わすアトム

という書式で書くことになっている。

次に、時制などの文に関する属性についての書き方を説明しよう。「れる、

られるJrせる、させるJで表現される受身、使役、可能といった属性は、「命題」

というリンク名で以下のように表現する。

link (命題， [述語，NodeJ.X). 

X には「受身Jr使役Jr可能」のいずれかが入る

アスペクト、時制については

link (08r， [述語，NodeJ，X). 

X には「完了Jr未完了」のいずれかが入る

link (time， [述語，NodeJ，X). 

Xにはr[過去，AdvJJr[現在，AdvJJr[未来，AdvJJのいずれか

が入る。 Advには時を表わす副調が入る。

と記述する。話者の判断については

link (話者の判断，[述語，NodeJ，X). 

Xは[Mode，TimeJという書式で、

加iodeには

打ち消し・・・・(ない)

希望・・・・・・(たい)

推定・・・・・・(らしい)

様態・・・・・・(そうだ)

伝聞・・・・・・(そうだ)
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不確定・・・・・(ょうだ)

丁寧・・・・・・(ます)

意志・・・・・・(う・ょう)

打ち消し意志・・(まい)

のいずれかのアトムが、

Timeには

過去、現在、未来

のいずれかのアトムが入る。

話者の働きかけについては

link (話者の働きかけ， [述語，Node]，X).

Xには連言、選言、例示、程度、帰着点、類推、限定、仮定、

原因、順接、逆接、並列、命令、疑問、禁止、確認、平叙のい

ずれかのアトムがはいる。

こうした文の属性は別に指定しなくても構わない。指定しない場合はデフォ

ールトで、時制については「非過去」、その他については中立を表わすヌルリ

スト"[J "がはいる。

6.4 日本語生成システムのインプリメント

6.4.1 述語の生成

この節では動調を中心とした述語の生成、次の節では埋め込み文の処理を

考慮、した日本語文全体の生成について考える。

日本語の文生成の手続きの中で最も手間のかかるのは、動詞を中心とした

述語の生成である。述語の生成さえできれば、名調句や副調、埋め込み文の

処理はそう難しくはない。特に日本語の用言の場合は、次に続く語によって

様々の活用語尾を取るために、そのためのルールは膨大なものになる。ここ

で紹介する述語生成ルーチンは、本来のものからかなり簡略化してあるがそ

れでも相当量のルールを含んでいる。なお、今回インプ1)メントするシステ

ムは「日本語情報処理J(電子通信学会)の第8章で紹介されているアルゴリズ

ムを参考にしている。

述語の生成の例として、以下の文を考えてみよう。
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「彼は飛行機で飛んで、いったらしいので、.... J 

飛ん で、いった らしい ので

動調 アスペクト&時制 判断 働きかけ

「トムは、べンに殴られたようだ、った。」

殴 られた ょうだ った

動詞 受身 アスペクト&時制 判断 判断の時制

述語の生成では、上に挙げた例に見られるように

動詞十受身使役十アスペクト&時制十判断+判断の時制+働きかけ

というつながりが考えられる。

「動詞」とは「動詞の語幹+語尾」のことで、語尾の活用形は後に続く語に支

配されている。

「受身使役」は

「れる・られる」

「せる・させる」

という助動詞で表わされる。「せるJrれる」は 5段活用やさ変活用の未然形に、

「させるJrられる」は上一段、下一段、か変の未然形に接続する。

「アスペクト」は、英語でいう過去完了形で表わされる表現で、完了や継続、

結果などを表わすための語である。アスペクトは次の時制と密接に結びつい

ている。「時制」は、過去・現在・未来という時制のことである。「アスペクト&

時制」の部分には

「た・だ」

「ている・でいる」

「ていた・でいた」

「つつある」

「つつあった」

という語がくる。アスペクトと時制に応じてどのような付属語を取るかは、

動詞固有のアスペクト素性によって、決められる。物事が進行中である事を表

わすのに

酔いがさめつつある

という表現は取れるが、
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酔いがさめている(完了を表わしている)

という表現は誤りである。アスペクト素性については6.3節で解説を行なって

いる。

「判断」の部分には「ない(否定)Jや「らしい(推定)J rたい(希望)Jといった機

能を表わす助動詞がくる。「判断の時期IJJということで助動調の部分の時制が

規定されることもある。

最後の「働きかけ」の部分には、「命令Jr疑問Jr禁止」といった終助詞を初め

とする助詞で表現される語がくる。助詞や助動詞といった付属語は、前に来

る語の品調や活用形を規定するので、述語の生成は語尾の方から行なわなけ

ればならない。活用形の規定は、~行の~段活用の~形というだけでなく、

音便形の選択などの問題も考慮しなければならない。音便形の選択を考慮、し

ないと、

彼は釣りた魚を近所に配りた

といったおかしな日本語文が生成されてしまう。

以上述べた点を考慮した述語生成システムが図6-6に挙げる辞書および、図6

-7 (p.174)のフ。ログラムである。

述語の生成だけで実験したい場合は、

?一述語生成(辞書，一命題，ーアスペクト，Tl，Mode，T2，Func) . 

を実行すればよい。ー辞書の部分は6.3節で述べた動詞辞書の内容が入る。一命

題の部分は

身

能

役

口

受

可

使

の3つのうちのどれかである。以下共通だがデフォールトは[J(ヌルリスト)

である。 アスペクトの部分には

[J 

未完了(アスペクト素性が[+，+J、[+，一]、[一，十]の時)

完了

未完了反復(アスペクト素性が[一，-Jの時)

未完了結果(アスペクト素性が[一，-Jの時) (p.173へ続く)



z事事事u主宰#事事毒事本毒事Z
z か6 % 
E 咲く z 
Z客事事事事事事**t書#毒事事2:
か5((・320811.1L .1 ，来患). 
か5([・320791.1J，_[.宋摂5)• 
か5((ー320851.] ] • .1 ，連用). 
か5([ .32063l.1] L l.適用音恒). 
か 5([・320941.l]，_1.連用音恒ト
か5([ -320831 _ 1] . .1 t蹄止L
か5([-320831_1]，_1，連休). 
か5([-320941_1J，_1，連体). 
か5([-320811_1J，_1，仮定). 
か 5([-320811_1J，_1，命令). 
Z寺本主主主主主客主主主主本主主Z
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Z 騒ぐ 1 
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た5([・320651_1L .1，連周L
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z事事事u主宰#事事毒事本毒事Z
z か6 % 
E 咲く z 
Z客事事事事事事**t書#毒事事2:
か 5((・320811.1L .1 ，来患). 
か5([・320791.1J，_[.宋摂5). 
か5((ー320851.] ] • .1 ，連用). 
か5([ .32063l.1] L l.適用音恒). 
か 5([・320941.l]，_1.連用音恒ト
か5([ . 320831.1] . .1 t蹄止L
か5([ -320831.1]. .1，連休)脅
かs([ -3 2 ()9 4 I _ 1 J • . L ，遺体). 
か5([・3208:1l_lJ. _1.仮定). 
か5([.3208] I _ 1] • ~ 1 ~命令).
1毒事事**牢孝章孝章奪事事事本z
:X :b15 % 
Z 騒ぐ z 
Z毒事事事事$事事毒事u:牢書u
が5([・320861.1]， .1 ，来需). 
が5([ .320781_11，_1 t来控5).
が6(( -320841.! J. .1，連用). 
が5((・320941.11..1~適用音恒 〉ー
が5([・320821.1]. .1，鵠止).
が5((-320821.1]，.1，連跡〉ー
が5([ . 320801.] L.l ，宙定〉ー
が5([ -320801_1] j _ 1 ，命令). 
Z害事毒草事事奪事事事事客卒事事Z
E き5 % 
); 直す z 
Z宰本#事**書量孝章毒事事本書Z
き5(【・3.20771.L] ~ _ ] .未悲ト
さ5([ -320691.11;. _1，未需5). 
さ 5([ -320751. J] ，.. t.，適用ト
さ5.([・320731_1l._1，持比). 
~ 5 ([ . 3:W731i _1 J • .1，連体). 
さ5([・320711.1]._1，仮定). 
吉5([ -32071 1.日，.1 ，.命令). 
2意事事事害事事事事毒事事孝章書z
Z た5 % 
Z 立つ Z 
Z章章事宇事事事卒事事宰宰#章毒Z
た5([.3206711 _ l )1 ， _ 1 .来賎ト
た5([ -320581.1 J 1_1.未按 .5)ー
た6([・320651.1L .1，連周L
た5([・320631_1]，.1.連周音恒).

た日([-3201621.1] ..]:J鰐止L
1e 5 ([・320621_1]，.1.遺体L
た5([ -32060 1.1L _].恒定トl
'k 5 ([ -:320601.11 1_1.命令ト
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Z事奪事#宰毒事**毒事事事事事Z
Z わあ 5 1 
z 思う z 
u毒事事事本意書事章主事奪事事Z
わあ 5，([・320191_n L 1 ~来想).
わあ 6，([ -32088 I _ n ， _ t ~来君 5 ). 
わあ 5([-320941_1L_1.連用). 
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わあ 5([・320631_1lt_l.連用音慣). 
わあ 5(【‘320921_lJ.，_1.静止)-
わあ 5([ -3:209211_1 J ，_1.連休L
わあ 6([・ 320~m1 _ n， a 1 ~宙定). 
わあ 5([・320901_1 ] • _1 ，命令). 
z本孝章主主事事事章毒事孝章孝章Z
z ぁ下- ~ 
z 考える Z 
Z字本主主主事事本章毒事事事事事Z
あ下-(l・320901_]]，_1，未黙). 
あ下一([-32090，1 _ ] ] • _1 ，連用). 
あ下一(('32090，・320231_ n . _1 ，鰐止). 
あ下一 ([ ・ 3209 0 ~-320231. 1] ， _1.遺体). 
あ下一([-32090，'320221_1]._1.断定〉。
あ下一([-32090，.3202ll_L]._I.命令)+ 
あ下一([・S2090，-320261_J]._I.命令). 
1主主主主主事事事事事事章事事事Z
z か下- % 
Z 助ける z 
z主主本孝章毒事事事章毒事事事事Z
か下一([-32Mll，_ n. _1，去需).
か下一([-320811_11._L連用ト
か下一([~32081 ，・ 320231 _n . _ t ，鵠止)脅
か下一〈【・ 320B] ， ~320231_1]._1. 連体) . 
か下一([-32081，-320221_1]，ーl，恒定)-
か下一('C・320，81.-320211， _ n. _1.命令). 
か下一([・3208]，哩320261.1]，_1，命令). 
z本本主主主事客毒事章事事事事事Z
% tjS・F- X 
z 投げる Z 
Z主主主主孝章書草#掌毒事事事事Z

が下一([-320801_1J..l，来摺). 
が下一([-320801.1).._]，連用 )+ 
が下-([・32080，-320231_1]._1.終止〉舎
が下一([-32080.・320231_1]._1，連体). 
が下一([‘32080.唱32022LI]._1.恒定). 
が下一([-32080，-320211_1J._l.命令). 
が下一([・32080，・3202611_1]; _1 .命令). 

Z事奪事#宰毒事**毒事事事事事Z
Z わあ 5 1 
z 思う z 
u毒事事事本意書事事主事奪事事Z
わあ 5，([・320191_n L 1 ~来想).
わあ 6，([ -32088 I _ n ， _ t ~来君 5 ). 
わあ 5([-320941_1L_1.連用). 
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わあ 5([・320631_1lt_l.連用音恒). 
わあ 5(【‘320921_lJ.._1.静止)-
わあ 5([ -3:209211_1 J ，_1.連体L
わあ 6([・ 320~m1 _ n， a 1 ~宙定). 
わあ 5([・320901_1 ] • _1 ，命令). 
S**書草寺毒事事章毒事孝章孝章Z
z ぁ下- ~ 
Z 考える Z 
Z章章毒事事事事本章毒事事事事事Z
あ下-((・320901_]]，_1，未黙). 
あ下一([-32090，1 _ ] ] • _1 ，連用). 
あ下ー((-32090，・3202剖_n._l，終止). 
あ下ー([・ 32090~-320231.1] ， _1.遺体). 
あ下一([-32090， -3202引ーtJ.._l.断定〉。
あ下一([-32090，.3202ll_L]._I.命令)+ 
あ下ー([・S2090，-320261_J]._I.命令). 
Z毒事毒事章毒事事事事事章事事事Z
z か下- % 
Z 助ける z 
z科判事祉事事事書事幹事事Z
か下-([・32M.1._ n. _1 ，去鱈).
か下一([-320811_11._L連用ト
か下一([~32081 ，・ 320231 _n • _l ，鵠止)脅
か下ー〈【・ 320B] ， ~320231_1]._1. 連体). 
か下一([-32081，・320221_1J，ーl，恒定)-
か下一('C・320.81.-320211， _ n. _1.命令). 
か下-([・3208]，哩320261.1]，_1，命令). 
2事事奪事事事客毒事章事事事事事Z
1 fJ1・F- X 
Z 投げる z 
z事事牢審牢毒事章#掌毒事事事事Z
が下一([-320801_1J..l，来摺).. 
が下一([-320801.1).._]，連用)+ 
が下一([・32080，-320231_1]._1.終止〉舎
がずー([-32080.・320231_1]._1，連体). 
が下一([‘32080.唱32022LI]._1.仮定). 
が下一日・32080，-320211_1J._l.命令).. 
が下一く[・32080，・3202611_1]; _1 .命令). 



158 第2部 自然言語処理

Z主主主主主本幸牢#牢牢事事事事z
z さ下- % 
z 任せる Z 
Z主主主主主主君事事事事事事事事Z
さ下一([・320711_1]，，-1 t来患L
さ下一([-320711_11 ，_l J連用ト
さ下一([-3:2071.・3202，31_1]，.1，持止ト
さ下一([・32071，・320231_1]，. _l j連倖L
さ下一([・32071，-320221_1J._l，慣定).
さ下ーくE ・ 32071 ， -3202ll_1]~_l 助命令 L
さ下一([.32071，-320261_1)，_1，命令). 
1孝章本本主主章毒事事章牢主章事Z
z ぎ下- % 
Z 混ぜる z 
Z本本主主主主主主主孝章本主主主1
ざ下一([-320701_1]，ー1，未然). 
ざ下一([-320701_1]，_1，連用). 
ざ下一([-32070，-320231_1]，_1，終止). 
ざ下一([-32070，-320231_1]，ー1，連休). 
ざ下一([-32070，-320221_1]，ー1，仮定). 
ざ下一([-32070，-320211_1]，_1，命令). 
ざ下一([・32070，-320261_1]，_1，命令). 
Z主主主主主主客毒事孝章本主主主z
E た下- % 
Z 立てる Z 
Z主主主主主孝章主主本主主主主主z
た下一([-320601_1]，_1，未然). 
た下一([-320601_1]，_1，連用). 
た下一([.32060，-320231_1]，_1，終止). 
た下一([-32060，-320231_1]，_1，連休). 
た下一 ( [ ~32060~-320221 _ 1]. _ 1 ，餌定). 
た下一くE・32060，-320211_1]，_1，命令).
た下一〈トS2060，.320261_1]t_lt命令). 
z客主主孝章毒事事章害事客キ章u
1 定下- % 
Z 出る z 
z事本本主主主孝章事事幸事幸事幸Z
だ下一([・320591_1]，_1，来黙ト

だ下一 ([-320591_l]~.i ，連用ト
だ下一([-32059，・320:23.1_1]J .1 ~持止).
だ下一([・32059.・3202剖.1].，.1，連休). 
だ下一([-32059.-320221.1]，_l，置定).
だ下一([-32059，.320211_1J，ーl，命令ト
だ下一([-32059.-320261.1]..1，命令). 
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Z主主主主主宇毒事事事事事事卒事z
z な下- x 
z 寝る Z 
Z主主主主主事害事主主章毒事事章Z
な下一 ([-320531 _ 1]J . l~ 衆鱈). 
な下一([・320531_1]. .1 ~連用ト
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な下一((・32053.・32，0231 ~ 1 ] ，ー1，終止). 
な下ー ( [・ 32053~.S20231_l] ， _1 ，連体 ) ー
な下一([-32053.-320221.1]，.1，宙定L
な下一([-32iQ53;.・320211.0..1.命令). 
な下一([.32053，.320261_1J..1，命令L
Z主主主主主客牢牢牢#毒事事事事Z
Z は下- % 
z 経る Z 
Z寺本主主孝章本字率本主主主寺本Z
は下一([-320421_1]，_1，未然). 
は下一([-320421_1]，ー1，連用). 
は下一([-32042，-320231_1]，_1，終止). 
は下ー([-32042，-320231_1]，ー1，連休). 
は下一([-32042，-320221_1]，_1，仮定). 
は下一([-32042，-320211_1]，ー1，命令). 
は下一([-32042，-320261_1]，_1，命令). 
1孝章主主主主主主本主主主主主客Z
Z ば下- % 
Z 並べる Z 
Z本主主主主主本主主本孝章主主主Z
ば下ー([-320411 _1]，_1，未然).
ば下一([-320411_1]，_1，連用). 
ば下一([-32041，-320231_1]，_1，終止). 
ば下ー([.32041，・32023t _1] ~_1 ~連休).
ば下一 ((-3204] ， ~320221 _ 1]. _ l ，恒定).
ば下一([・32041，.320211_1]，_1，命令L
ば下一([‘32041，~3202引 _n._]，命令).
2主主本主主意事孝章本毒事事章容Z
Z ま下- l 
Z 攻める Z 
Z孝章毒事本本毒事事事事牢毒事事z
ま下一([-320331_1]，_1.来信).
ま下一((・320331_l]. _] .，連用L
ま下一(['32033，・320281.lJ，_1，静止L
ま下一([・32033.・320231.1]..1~遺体ト
ま下一〈ト32033，-320221_1]，ー1t眠定).
ま下一([-32033，-320211_1]，_lt命令).
ま下一([-32033，.320261_1]，_1，命令ト

Z寧卒事事事宇毒事事事事事事卒事Z
Z な下- x 
Z 寝る z 
z孝章章章草寺本草主主章毒事事章Z
な下ー([-320531_1]J . l~ 衆鱈). 
な下一([・320531_1]. .1 ~連用).
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な下一((・32053.・32，0231 ~ 1 ] ，ー1，終止). 
なずー ([・ 32053~.S20231_l] ， _1 ，連体)ー
な下.....([ -32053. -:3202剖.ll，.I，宙定L
な下一([-32iQ53;，・320211_0._1.命令). 
な下一([-32053，-320261_1J._1，命令L
';1毒事牢牢宇牢牢牢#毒事事事事Z
% t;t下--- x 
% 経る z 
z本毒事章草草毒事事毒事害事事事E
l，~ 下】 ([・ 320421 _ 1] ， _ 1 ，来繋).
~;t下一([-320421_1 J， _ ~ I連用L
は下一([-32042;-320231_1J，ー1;跨止). 
tま下一([-32042，-320231_1J，_1，連休).
tま下-([・32042，・320221_1]，.1，Ci定).
は下一([-32042，・320211_1]，_1，命令).
は下- ([ ・ 32042 ， -320261 _ ]] ， _ 1~命令) .
z章事事事事事事害事事害事事tu:
z ば下- % 
Z 並べる % 
Z章事事事審毒事書事害事事宇宇章Z
ば下ー([-3201.111_1)，_1，来鯉).
ぽ下一([-3204] 1_1 JI，_] J連用).
ば下一(l・32041，-320231_1)._1，静止).
ば下-([・32041.・32023t _1] ._1，連休).
tl下一 ((-3204].~320221 _1 ]. _ 1.恒定)­
~;{下一([・ 32041. -320211_1] ， _1 ，命令 L
t!下一([‘32041，-3202引_n._]，命令).
Z事章u客毒事孝章本毒事事章容Z
Z ま下- l 
Z 攻める Z 
Z奪奪事事事事事事事事事牢毒事事E
まヤー([-320331_1]，_1.来信)-
ま下一((・320331_1]._] '.連用L
ま下ー([-32033，・320281.lJ，_1，静止L
ま下-([・32033.・320231_1]._1 ~遺体).
ま下一([・32033，-320221_1]，ー1t眠定)-
ま下ー([-32033，-320211_]]，_1.命令)-
ま下一([-32033，-320261_1]，_1，命令ト
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Z本本主主主主't章寧幸孝章宇#事2
2 ら下~ x 
Z 採れる z 
Z主主主主主主寺本事審ヰヰ卒事事Z
ら下一 ( [ ~320221 . 1l ~ .l ，未;黙 ). 
ら下 一 ( 【 ‘ 320221 _ 1]~ _ 1. 逼周ト
ら下一((・32022，-320231_1]，_L，持止ト
ら下一([-32022.-320231_日，_I ，遺体). 
ら下-( [ ・ 32022~-320221_1J ， _I.仮定). 
ら下一([-32022， -32021 1 ~IJ. .，1 t命令). 
ら下一(C・32022，-320261.日.. I .命令). 
Z主主主主本意幸孝章事宇毒事幸孝Z
z ぁ上- %' 
Z 晦いる Z 
Z主主主主本主本主主主主主主主本z
あ上ー([-320941_1J，ー1，未然). 
あ上一([-320941_1J，_1，連用). 
あ上ー([-32094，-320231_1J，ー1，終止). 
あ上一([-32094，-320231_1J，ー1，連休). 
あ上ー([-32094，-320221_1J，ー1，仮定). 
あ上一([-32094，胸320211_1]，_1，命令). 
あ上一([-32094，-320261_1J，_1，命令). 
2主主事本主主本主主主主主主主客Z
z か Z
Z 起きる 1 
1主主主本主主主本意本主主主主主Z
か上一([-320851_1J，_1，未然). 
か上ー([-320851_1]，_1，連用). 
か上一([-32085，-320231_1J，ー1，終止). 
か上ー([-32085，-320231_1J，ー1，連体). 
か上一([・32085.-320221_1]，_1.恒定).
か上ー〈【・32085.-3202LI.l1._1，命令). 
か上ー ( ( - 32085 ~ - 32026 1 _J] ， . 1 ，命令 ). 
Z孝章客主主主#毒事**毒事事u:
z が上- % 
Z 過ぎる ~， 
z孝章本本主主事#孝章憲章幸孝事Z
が上ー([-32084 I _ n 1 • J ，来摺).
が上一([・320841.l]，.1，適用 ). 
が上一([-32084，-320231.1]，.])静止)'. 
が上ー([ー32084，・320231_1J，_I，連体). 
が上一(【 ・ 3208~~-320221 . 1 J . ・.1，恒定〉ー
が上一([-32084，.320211_1)，.1.命令ト
が上ー([・32084.・32026I1 _ ]) ，・1.命令). 
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z主主主主本書#書書牢#毒事審u
Z ぎ上~ % 
Z 現‘ Uる Z
z主主主主本事**事u**事宇Z
ざ上一(ト320741_1]..1，来館ト
ざ上ー(1["32074 I _ J ] ， .1 .運用). 
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ざ上ー([-32074.-320231.1]._1.終止ト
ざ上ー([-32074，-3202引_lJ._1.連体). 
ざ上一([-32074，-320221_日常ー1.恒定). 
ざ上ー( [ ・ 32074.-320211 . 1] ， . 1~ 命令) ..
ざ上一 ( [-32074.-32026 1_ 1]. . ~.命令ト
z主主主主主主u毒事#害事事事Z
z た上- x 
z 帯ちる E 
Z主主主主主主客毒事事事事事事牢Z
た上ー([~ 320651_1 1.ー) .未鱈).・
た上ー([哩32伺 51.1J..]，連用).. 
た上-([ -3.2065. -320231_1]， .l.持止).， 
た上ー ( [~32065 ，・ 320231 .1] . . t ，連体〉 φ
た上ー([・ 32065~ ・ 320221_1] ， _1. 仮定). 
た上ー([-32065.・3202ll_lJ.一1，命令). 
た上ー([-32065，-320261.1]..].命令). 
2主主主主主主審#字書毒事事事事Z
Z な上- % 
Z 煮る 2 
2孝章本主主主#書#牢#毒事事u:
な上一([・32055，1.1] ， . 1 ，宋賠). 
な上一([-320551.1J..l，連用). 
な上ー([・32055，-320231.]]..1，持止). 
な上一〈【・32055.・320231_1] . _1 .連樟)，
な上ー([.32055.・320221_ n • _1 ~仮定) .・
な上一([-32055，-320211.1J..1，命令L
な上一([ー32055，・320261.1]， _1，命令). 
2本本主主主主意書孝章毒事事牢n
z はよ- % 
z 干る z 
Z主主主主本意宇牢害事毒事事事事Z
は上-([ -320481 .1] ..1，来館L
は上ー([. 320481.1]，.白1，連用ト
は上一([・32048.-320231.1J..l，持止〉ー
は上一((ー32048.・320231.1]._1 j連健). 

は上ー([・32048，・320221.1]..1.恒定). 
は上ー([-32048.-320211_リ.._1，命令)-
は上ー([-32048.-320261.l]，.I，命令ト

E本書ヰ事事ヰ#書書牢#毒事審u
Z ぎ上~ % 
Z 現‘ Uる Z
Z事事事事事l牢**事u**事宇Z
ざ上一((-320741_1] ._1，来館ト
ざ上一(1["32074 I _ J ] ， .1 .運用). 
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ざ上ー([-32074.-320231.1]._1.終止ト
ぎ上ー([-32074， -3202引_lJ._1.連体). 
宮上~([ ・ 32074.-320221 _日常ー1.恒定). 
吉上一([ ・ 32074.-320211 . 1]. . 1~ 命令) ..
ざ上一 ([-32074.-32026 1. 1]. . ~.命令ト
Z事事事本毒事u毒事#害事事事Z
E た上~ x 
z 帯ちる E 
z孝章牢毒事事章s事事事事事事牢z
立よー([~ 320651_11.ー).未鱈).・
たよー([哩32伺 51.1J..]，連用).. 
た上~(( -3.2065. -320231_1]， .l.持止).， 
た上一 ([~32065 ，・ 320231 .1] . . t ，連体〉 φ
た上ー([・ 32065~ ・ 320221_1] ， _1. 仮定). 
た上一([-32065..320211_1]j_l，命令). 
たよ-([・32065，-320261.1]..].命令). 
2牢u:事u審#字書毒事事事事Z
z な上- % 
Z 煮る Z 
E事事事事事事#書#牢#事#事u:
な上ー([-3.2 0 55 ，1 . 1 ] ， . 1 ，来館). 
な上一([-320551.1J..l，連用). 
な上一([・32055，-320231.]]..1，持止). 
な上一〈【・32055.・320231_1] . _1 .連樟)，
な上一([.32055.・320221_ n • _1 ~仮定) .・
な上一([-32055，-320211.1J..1，命令L
なよ一日ー32055，・320261_1]， _1，命令). 
z事事章毒事客害事孝章毒事事牢n
z はよ- % 
Z 干る z 
Z事事事**書#牢事事毒事事事事Z
は上-([ -320481 .1] ..1，来館L
は上一([. 320481.1]，.白1，連用ト
は上一([・32048.-320231.1J..l，持止〉ー
は上一([ー32048.・320231.1]._1 j連休). 

t;t上一([・32048，・320221.1]..1.恒定). 
t;t上一((-32048，-320211_リ.._1，命令)-
陸上ー([-32048.-320261.l]，.I，命令ト



E陸 軍E部自餓宵鰭処理

Z事事事意書事卒事事本章毒事事u
E ぱ上- % 
t 延Uる z
Z字書本書宰害事事本字書毒事事本Z
ぽ上ー([-320471.L]..1，兼摂).
ぱ上一([・3204.71_lJ. _ 1 ，連用ト
ぱ上一([-32047，-320231_1]，_l，終止). 
ぱ上一([-32047.・320231_1]，.1，連体). ，t上一([-32047.-320221甥 1]._.1，恒定L
ば上一([-32041.ー320211_ 11. _1 .命令). 
~í 上 .... ([・ 32047 ，-320261ー1]L 1.命令). 
u書u毒事#幸孝章事事事孝章E
% :t上- % 
z 試みる Z 
Z本主主主主主主主本本主主主主主2
ま上ー([-320351 _ 1 ] ， _ 1 ，未然). 
ま上ー([-320351_1]，_1，連用). 
ま上一([-32035，-320231_1]，_1，終止). 
ま上一([・32035，司320231_1]，_1，連休). 
ま上一([-32035，-320221_1]，ー1，仮定). 
ま上一([-32035，-320211_1]，_1，命令). 
ま上一([-32035，-320261_1]，_1，命令). 
1孝章主主主主本主主主主主主主主Z
z ら上- % 
Z 懲りる Z 
Z主主主主主主本主主本主主主主主Z
ら上ー([-320241_1]，_1，未然). 
ら上ー([-320241_1] ，_1，連用). 
ら上ー([-32024，-320231_1]，_1，終止). 
ら上ー([-32024，-320231_1]，_1，連体). 
らよ-([・32，024，・320221_1]，_1，伝定). 
ら上ー([-32024，.320211_1).ーL命令ト
ら上一 ([.32024.-3202SI.1]~_1;命令). 
X**章生害事寺本孝章軍事毒事事Z
Z さ変 Z 
Z事孝章#宰字書u書牢牢牢#章Z
き寵:.([・320771.1]， _1 ;素愚). 
さ置([-320751_1]..1.来按). 
主査([-3207引_1]._1，連用). 
さ葺([-32073.-320231.1J，.I，持止). 
き寵([・3207，3，・320231.l]t_l;連体}ー
さ護([・ 32073~-320221_1] ， _1.仮定). 

さ査は・32071，・320261.1] ，.1，命令). 
害置([・32{)75，‘3202U .1] • _ ] .命令). 
1毒事審#事#毒事事事事客字書草Z
Z か蜜 Z 
Z事事毒事牢宇事本事毒事事牢#幸Z
か蛮([・，3207 9 I _ i ) ， . 1 ，来賠). 
か変([-320851_1]，_1，連用). 
か変([-32083，-320231_1]，_1，終止). 
か変([-32083，-320231ー1]，ー1，連休). 
か変([-32083，-320221_1]，_1，仮定). 
か変([-32079，・320941_1]，_1，命令). 

…t.I...... 
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Z孝章#章毒事牢事事**書孝章#牢**牢#書**1
x a.審閤語尾 z 
n事事毒事事審毒事客毒事事事章事事事事事事事客Z
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陪審田富尾([-32087，-320211.1]，.[，未嬉). 
形容詞簡尾([哩320831.1]， .] ~連用). 
形容閥薗尾([・32087..320631.1]._1，連用音直〉。
形容開屈毘([-320941.1J，.)，持止). 
影響問題尾([-320941.1J..]，連体ト
形審問宮尾([.32081，.320221.1J，.1，恒定). 
u牢毒事卒事事**掌書#孝章#事#牢**事#事Z
Z 臨審勤圏富尾 Z 
Z奪事事事客毒事事事事事事事事$毒事事本事事本*:l
略客動罰語尾([-32066，-320211.1J，.1，来無). 
野容動閑語尾([-32066，-320631.1J，.1，連用音便). 
影響動嗣語尾([司320591.1J，ー1，連用). 
降客動胴語尾([-320551.1J，.1，連用). 
彫審動嗣語尾([-320661.1J，.1，終止). 
降客動罰語尾([-320561.1J，.1，連体). 
形容動罰語尾([-32056，-320251.1J，.1，仮定). 
n毒事章毒事客本主主主主本主主Z
z 使役 Z 
Z害毒事事事牢本本本主主主本孝章z
せる([・320711.1]，.1，未然). 
せる([・320711.1J，ー1，連用). 
せるは・32071，-320231.1J，.I，終止). 
せるq・32071，-320231.1]，ー1，連体). 
せるく[-32071，-320211.1]，ー1，命令). 
せる([-32071，-320261.1]，.1，命令). 
させる([・32077， -320711.1] ，ー1，未然). 
させる([-32077，-320711.1]，.1，連用). 
させる ([-32077，-32071.-320231_1]，ー1~静止). 
させる ([.32077 ， -3207t ， -320231 _1] ， _ 1 ~ 連休 L
させる([・32077，.32011 ，・320211.1]..1，命令). 
させる([・32077.・32071."320261_1]，_l昏命令).

z本本毒事本$毒事事客毒事事章容事卒事卒事事事事Z
z 宝島可能 l 
n*事輩#書書#牢害事ヰ事卒事事牢事本書#本事Z
ねる([-320221.])， .1，来常〉ー
れる([-320221.1]，.1 J連用〉ゆ
れる ([.32022.-820231_1]，_1，僻止).
れる([-32022，・320231.1)，.l，連体ト
れる([・32022.・3:202211_1] t .1，仮定). 
れるは・32022，・320211.1].・1，命令)-
れるは・32022，-320261_1]，.1，命令ト
られる ([-32025 ， -320221 _ l] ， _ 1 ~ 未提)‘
られるl く [ ~ 32025t 轟 320221_1] ， . 1 ，連用 L
られる([-32025，・32022，・320231.1]骨.1，軒止〉ゆ
られる('C・32025.・32022，・320231_]]，.1，遺体). 
られる ([-32025，-32022，-320221.1]，.1，仮定). 
られる ([-32025，-32022，-320211ー1]，.1，命令). 
られる ([-32025，-32022，-320261.1J，.I，命令). 
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Z書章事本書字本卒事事ヰ毒事事字書毒事事事事事宇Z
% fTち消し z 
Z事事事事事事卒事事事客事事事本字書事事事事事事Z
ない([~32Q' 56 .， -32081 ~ ~ 32.021 1.1]ι1 ，来控).， 
ない([-32056.・320831_lJ ， _ ] >連用ト
ない ([-32056~ - 320B7~-32063 1 _1 ] ， _1 ，適用音檀). 
ない([・32056~ ・ 32094. 1. 1] . . ] ，持止).
ない([-32056，-920941.日I• 1 ，遺体).
ない([・ 32056~ ・ 32081 ，・ S :2 0221 . 1J ， . t ，慣定 L
Z章章毒事章牢牢章幸孝章幸章童書E
Z 甜望 E 
Z事事事孝章章事事事本事事事事本Z
たい([・32067.・32087，・320.211司日1._1 ，ま搭).
たい([・32061.-320831_1J._l，適用). 
たい ([-32067，-32081，・3206，31_1]骨1，連用音恒ト
たい ([ -32067 ， -320941 _ l]~ _ l ，静止ト
たい([・32067，・320941_1]..1，遺障トl

たい([ ・ 32061. ・ 32081 ， -320221_1J~_i ，仮定). 
z本主主主主u卒事事**事審事Z
Z 推定 Z 
Z主主主主主事事事事事宇客本毒事Z
らしい([-32025，-32075，-320831.1]，_1，連周ト
らしい ([ - 32067)-32075J"32087 ， "320631 . ]]~_11 連用音便). 
らしい ([-32025.・32075，霊3209引_]).，_1;持止).，
らしい〈【.32025.・32075，-320941_1]，.1骨連体). 
らしい く[-32025，-32015，-32081，-320221_1]..1.仮定). 
2主主主主主宰牢牢害事#事事事牢E
1 栂瞳 Z 
Z主主主主主#事ヰ章毒事事事事事Z
そうだ([-32069，・32092"-32066，・32o.2JL 1 L_1画未然). 
そうだ([-32069.-32092，・320591_11 t . ] .連用).
そうだ([・32069，-32092，・320551_1]，.)，連用).
モうだ ([-32069 ， -32092. ・ 32066~-32063 1_ 1]. _ ]. 連用音便) . 
そうだ([・32069j -3:2092.・320661.11..J .跨止).
そう拒([-32069"・32092，-320561_1)._1，連体). 
そうだく["32069.-32092..32~56. ・ 3202引 . ll ， _ l. 仮定) . 
2毒事u毒事事事事事事事事量u
z 平聾定 E 
Z書書事章容審事事章事章事牢番u
ょうだ([・3202.6.-32092 ，・ 32066 ， "320211 . 1]~ . 1! 未然) . 
ょうだ([-32026.・32092，"S20591.1]t_1，連用〉ー
ょうだ([-32026. ・ 32092 ， "320551_ 1]~_l~連用 ト
ょう定([・32026，-32092 ，・ 32066~-320631 _ l]. _ l ， 連用音便). 
ょうだ([・ 32026 ， "32092 ，・32.066， 1 ーは~. 1 .轄止)..
ょうだ([-32026，"32092，-320561.1]._].連休ト
ょう1f([ -32026，・32092.-32056.・32025Ln， _1，仮定). 
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z 丁寧 z 
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ます([-32036.-320711.1]._J.来患). 
ます([-32036.-32075.-320271ー0，-1;来摂〉ー
ます((・32036.-320751_1J，_I，連用).
ます ((-32036~-320731_1J ， _1~静止ト
ます(1[霊32036.・320731.IJ._l.連休)-
まずく[・3:2038.・32073.-320221_1J，.I，仮定L
まずは・32036，-320751.1]，_1，命令ト
ます([-32036.・320711_1]._1.命令). 
E量生孝章毒事事害事事本毒事事事Z
Z 盟恵 Z 
Z牢牢#事牢**主宰牢#毒事U%
う([-320B21_1J._t，終止). 
ょう([・32026，-320921.1)..1，持止L
Z孝章牢事本主害事事卒事事審事事事事本主宰事事u
Z 打ち消し意志 Z 
X**章宇牢書量**キ宇#孝章#宇牢牢孝章孝章容Z
まい([-32036，-320941_1]，_1，終止). 
Z事#事u生宇#ヰヰヰ寧#事事本章容毒事#ヰt%
~ % 
z 命盟韮挽処理 Z 
% S 
Z毒事卒事事本#事主宰牢毒事事本毒事事#牢本**X
Z宇宇事事卒事事事事事事事毒事事Z
% [] % 

Z毒事事宇事事事卒事憲章客事事章Z
命題置換(_3._3.[]，[_1._2.KtJ.[_l._2，Kt])，
Z毒事**毒牢牢主主牢牢事u章Z
E 受身 z 
Z毒事宇客毒事本章毒事章容章容事Z
命題葺換<.2._1，受身よさ，蜜，来黙Jt[φ ，下一.KtJ) 
れるC2._l.Kt).
命画壷換L2._l，受身，L3. O ，来君J.Cφ ，下ー.Kt]) 
れるC2._1，Kt)，
命題置惜し2..，.1.受身.[かl骨車，来鯉]，，[φ ，下-，I(¥J) 
られるし2...1，Kt). 
命圃車検C2，_1会費身.[_:3..下一，未懇].【o.下一，KtJ)
るれ墨 C2..LKtト
命題変撮C2，_1;受身，，[_3.上一，未按].(φ ，下一 ，Kt]) 
られる<，2，.1，Kt)寺
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z 丁寧 z 
Z事事事本毒事**書u事#事本Z
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z事事事事事本字毒事事毒事事牢事Z
Z 可能 E 
E事事牢牢幸孝章草書字書事事事事Z
命胡変換し2._l ，可蝿，[さ，変，未然]， [φ ，下一，Kt])
れる C2，._l.Kt).
命題蛮撞C2>-1.，可能.L3.5，未然]. [φ ，下一，Kt])
れる C2，，_I，民t).
命題変換C2._L可幡ぺか，変，未然].[φ ，下一，Kt])
られる C2._l，Kt).
命題査担C2._l ，可櫨.L3.下一，未然]，[φ ，下一，Kt]) 
られる C2._1.KL}.
命題韮憤C2，_，，司能.，L3‘上一，未然]， [φ ，下一，Kt. J) 
られる C2，_l，Kt).
1主主主主主主主主主主主宰主主主1
1 使役 1 
1主主主主主主主主主本主主本主主Z
命題変換C2._1，使役，[さ，変，未然]， [φ ，下一，Kt])
せる C2，_1，Kt).
命題変換C2，_1，使役，[_3，5 ，未然]， [φ ，下一，Kt])
せる C2，_l，Kt).
命題変換C2，_1，使役，[か，変，未然]，[φ ，下一， Kt]) 
させる C2，_1，Kt).
命題変換C2，_1，使役，[丸下一，未黙]. [φ ，下一， Kt]) 
させる C2，_l，Kt).
命題変換C2，_1，使役，L3，上一，未然]， [φ ，下一，K t]) 
させる C2，_l，Kt).
1主主主主主主主主主主事主主主主主主宰主主主キ主主主主主主主主主Z
% % 
Z アスベクト&時制 Z 
% % 
Z孝章本客本主主主主本主主客主主主主主主主主主主主主本主本主主主Z
Z主客主主主主孝章本主主主主主孝章本本主主主主主Z
% +状態，+継続 Z 
Z主主事客本主主主主本意孝章本主事本客本本主主主Z
アスベクト C2，_1，[+，+]，[]，過去，[が， 5，連用音便]，[φ ，φ，Kt])
だC2，ーl，Kt).
アスベクト C2，ーl，[+，+]，[]，過去，[な， 5，連用音便]，[φ ，φ， Kt]) 
だく_2，_I，Kt).
アスベクト C2，_I，[+，+]，[]，過去，[ば， 5，連用音便]，[φ ，φ，Kt]) 
だC2，_l，Kt).
アスベクト C2，_I，[+，+]，[]，過去，[ま， 5，連用音便]，[φ ，φ，Kt]) 
だく_2，_l，Kt).
アスペクト C2，_I，[+，+]，[]，過去，[ーし_5，_3]，[φ ，φ，Kt]) 
C3=連用音便 ;_3=連用)， 
たC2，_l，Kt).
アスベクト Cl，_I，[+，+]，口，[]，Kt，Kt).

l“・2・M 帽胆
z・・・・・・8・・・・・・・・2
2 可佳 z 
z・8・・IltHU・・・・z
..変傾C2，.1可雌【さ..，.朱鱈】べゅ。下ー 削】〉
れるC2，.I.U)
...検<.2，.1，笥峰。【 3，5，jl長信】【φ，下一 川】}
れるC2，.I，U)
命掴.，債<.2，.1可能【か変.来懸].(o ，下 !者，))
ちれ毛(2. 1区"
省相変検<.2..1司峰 u 下一 J医療】【，下-.u]) 
りれる<-2， I区"
命掴棄機(2， 1司峰【 sょ-• '" t!! 】【φ 下 。KI])
。れる<.2..1区り
:'1111111111111$: ， .役 z
z・e・・・・UH・・・・・，
命..伶C2. .I . 1t倹【き.，医。米，~].(φ。下ー 削】〉
電盆司5L2..I.U)
・u密機<.2._1使役 U.5，来鍵1.[ゅ。下ー。削】)
を量る<.2..1 削》
命題.，・<.2..1・lI!ilt.(か'"ヨ長男き1.[ゅ 下-.U])
させる<.2，.1区"
・8変検<.2..1.!隆司置。【，.下ーI家信】【φ 下-.Kt】〉
さ古tる<.2，.1底，)
...倹<.2..1使役【 3上 表匁】【，.下。Kt])

させる<.2..1‘" 
2・t1IU・s・・・・・・・e・・・・Ult傘・・1111%， ， 
， 7スベタト&略・ 2 ， ， 
2・・・・・・・s・・・・・・・・s・・・s・・・a・・s・s・2
.. ・uuuuu・e・UUUtU
， .祇..'・.. 
z・・・・・・・s・s・・・・・・・・・・・・・z
アスペタト <.2..1.【・，・1.日。過去!【が 5 謹周音便】【ゆゆ れ】〉
tH.2..1“》
アスベタ 》【2，.1 ，【・0・1.口 I過去。(t，t.5.漣用宵使1.[・.4I.U])
t!<.2..¥，U) 
アスペタト <'2..1，(+・3【1.過去 Iぽ 5 連凋音便1.[・.4I.u])
.【 2..1。れ》

アス 代タ ~ <.2..1，【+，+ )，口 過去 【ま 5 通周官使]，[4I.4I.Kt))
t!<.2..I，U)  

アスベ ク~ <.2，.1，【・0・L口 I過去。【札 5..3].【φ.4I.K¥])
( 3:造用音便;.3:遣問).
た<，2，.I，H)
7スベタト <.1，.1【・l・1.目。【1.Kt，Kt)



Z毒事事事tt*孝章毒事事事事事事事事事事事事事Z
% +杭態，ー掘鈍 Z 
Z毒事事#毒事事事事事毒事事事#章毒事事事幸孝章Z
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アスベヲト C2，_1，[-t-， -]，来完7，過去，[が，.5，.連用音便]，[骨，ゅ.iK t】〉
でいたし2._1，1(0.
アスベクト L2，.J.[+，・].，未完7.過去 ，[な， St連用官恒]，[ψ ，φ，Kt])
でいたC2._L.Kt).
アスベクト<，2..1，[+，-J，来完了，過去..n:r，5.運用音恒1，[φ ，φ.Kt】〉
でいたC2..1"Kt).
アスベクト L2，_]，[+，.]，呆完了，過去.[ま， 5，連周音便L【o.φ ，. K tJ) 
でいたC2..1，KO.
アスベクト<，2，.1，(+，-]，来完了，過去，L4，.S..3]，[φ ーφjKtJ) 
<.3=連用音恒;.3;連周)'.
ていた<.2._1.Kt).
7ヌベクト <.2，.1ト[+，']，来完了.[].I【が， 5.適用昔懐1.[ゅ，φ.KtJ)
でいる<'2..l，Kt).
アスベクト <.2._1.[+.，-].，未完了;[].[な， 5，連用音恒]，[ψ ，ψ，Kt])
でいる<.2，_1，Kt) 

アスペクト C2 ， . ~ ， [t.'1，来完了.[].，ni. 5 ，運用音便]，[o .φ.Kt]) 
でい吾<，2，_l，Kt).
アスペクト (.2..].[+.-]，未完了.[].[ま .5.連周音便1，[φ ，φ.KtD
でいるし2..l，Kt).
アスペクト，C2，.1，[+.・J.来完了，[]，L4. .5. .3].【φ，φ;Kt.J) 
L3=連用音恒 ;_3=連用)，
ている.C2._]，IKt).
アヌベクト仁1._J.[+.-]，[].[]，Kt.Kt).
Z事事事事事章毒事毒事審#ヰ#毒事事事事事事事事Z
%拭態，ー躍瀧 z 
Z孝章孝章事字書孝章字書毒事本毒事事事事事事事事Z

アスベクト <'2..1.[-，-]，来完7&慣，過去 .[.3，連用J，Eφ ，Kt])
つつあヲたC2..1.Kt).
7スペク1-C2骨ー1，[-，-]，未完了度橿，[J"L3，連用]，[φ.Kt]) ・
つつある C2，_J，Kt)-
アスベクト <.2..1.ト， -J，宋完了結果 ，過去，[が，5，連用音恒1，[φ，φ.Kt]) 
でいたし2._l，1(0.
アスペクト L2._1.[-.-]，来完了結蝿，坦去.[な ..5..連I周音恒]，[o ，ゅ..IKtJD 
でいたC2..1，Kt).
アスペクト <.2，.1，[-;-]，未完了結果，過去.[ぽ f6 ，連用音檀l.'[ゆ，φ，1<.1])
でいた<，2".1，Kt).
アスベクト<，2..1.[-，，-]，来完了結果，遇去，【ま，5.連用音恒1，[φ ，φ，Kt])
でいた仁2._J.:Kt).
アスペクト C2，.I，[.，-]，来完了結果"過去.L4..5..3].[o，ψ， U]) ー
<-3=迎用音恒;_3:連用)， 
ていたC2，_1，1(t)‘
アスベクト<，2，.1，['， -]，未完了結果.[]. [が，5，連用音恒]，[φ ，φ.KtD
でいる仁2._1.kt).
アスペクト<，2._1，[-，-]，朱完了結果，[] ，[な .5，連用音恒];[ゅ，φ.kt]) 
でいる C2._1. K1). 
アスペクト C2..1..[-，-L来完了砧栗，[J'jnr.s.謹周音恒J，[φ. o • taD 
でいる C2，.1.Kt).
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168 第 2部 自然言語処理

アスペクト C2，_1，[-，-]，未完了結果，口.[ま 15t連用音恒]，[O ，φ， Kt]) 
でいるく_2，_1，Kt).
アスペクト C2，_1，[-，-]，未完了結果 .，[Jベ_4，_5;_3]t[φ，φ，Kt]) 
C3=連用音便;_3=連用). 
ている C2，_1，Kt).
アスペクト C2，_1，[-，-]，完了，過去，[が.5.壇周音恒JI.[φ ，φIKl]) 
だC2，ー1， K t) . 
アスペクト C2，_1，[-，-]，完7，過去，[な，.5，.連用音便1，[φ，φ， kt]) 
だC2，ーl，Kt).
アスベクト C2，_1，[-，-]，完了，坦去，nt，5.連用音直].[ゅーφ，Kt])
だC2，ーl， Kt).
アスベクト C2，_1，[ー， -J ，完了，過去，[ま t5 ，連用音直]，(φ ，φ，Kt])
だC2，ーl， Kt).
アスペクト C2，_1，[・， -J ，完了，過去， [3，_5，_3J，[φ ，φ，Kt]) 
C3=連用音便;_3=連用)， 
たく_2，_1，Kt).
アスペクト C2，_1，[・， -J ，完了，[]，[が， 5，連用音便J，[φ ，φ，Kt]) 
だC2，ーl， Kt).
アスペクト C2，_1，[-，-J，完了，[J， [な， 5，連用音便]，[φ ，φ，Kt]) 
だC2，ー1， K t) . 
アスペクト C2，_1，[-，ーJ，完了，[]，[ば， 5，連用音便J，[φ ，φ，K t]) 
だく_2._1，Kt).
アスペクト C_2，_1，[-，-J，完了，[]， [ま， 5，連用音便]，[φ ，φ， Kt]) 
だC2，ー1，Kt). 

アスベクト C2._1，[-，ー];完了，[J，[3，_5，_3]，[ゆ， φ，Kt]) ・
C3=連用音便;_3=連用)， 
たC2，_l， Kt】.
アスベクト C2，_1，[-，-J，[]，過去，[が .5，連用音便J，[φ ，φ， K t]) 
だく_2，_l， Kt).
アスベクト C2，_1，[-，-J，[]，過去，[な， 5，連用音便J，[ゆ， φ，K t]) 
だく_2，_1，Kt).
アスベクト C2._1，[-，ーJ， [J ，過去，[ば， 5，連用音便J，[φ ，φ， Kt]) 
だC2，_l， Kt).
アスベクト C_2，_1，[-，-]，[]，過去，[ま， 5，連用音便]，[φ ，φ，K t]) 
だく_2，ー1， K t) . 
アスベクト C_2，_1，[-，-]，[]，過去，[ーし _5，_3J，[φ ，φ，KtJ)
C3=連用音便;_3=連用)， 
たC2，_1，Kt).
アスベクト C_l，_l，[-， -J，[]，[]， Kt，Kt).

168 JU部 畠鍋君臨貴島理

アスベクト C2~_1 ，，[-.-]，未完了結果，[)よま，5~連用音恒】.[φ ，φ， Kt]) 
でいる C2._1.Kt).
アスベクト C2..1.，(-，-J，未完了結果.[). L4. _5; _3J， [ φ，ψ， Kt]) 
<.3:::連用音置;_3=連用).

ているし2"・，LKl).
アスベクト C2，_1，[-，.]，完了，過去.[が .5.連用音直JI，[φ ，φ.kt]) 
だC2._1，山). 

アスベクト C2._1 ，(-.-]~完了，過去.[な .5，連用菅直J.[φ.o.Kt])
だC2，_1'1 Kt). 
アスベクトし2，.1，[・，-].完7，過去，Ctt，5.連用音恒J.[ψ.φ ，KtJ)
定C2._l.Kt).
アスベクト <.2.ー1.[-.-]，完了，過去，[ま ..5.連用音置]，[φ ，φ，Kt]) 
だ<.2，_1， Kt)令
アスペクト <-2，_1'[-0-].完7.通圭.L4，..5， _3] ，[φ ，φ，K f..J) 
( 3=連用音便 '.3::適用)，
~ L2._1.:Kt)剛
アスベク rC2._1，( 昼、-]，完了.[]; cが.5.連用宮恒]~【ゆ， φ.K tl) 
だく.2..l.Kt).
アスペクト <.2..I，[・，-L完了，(].(な .5，連用音慣J.'Cφ，φtKt]) 
だC2._J.Kt)+
アスベク}C2，_l，[-.-].完了 I[].【ぱ .5，連周音恒J.ICφ ，o ，K t]) 
~C2 ， . 1， KO. 
アスペクト <-2，.1，[-.-J.完了，(]，[ま， 5，連用古恒1.[φ ，φ，K tJ) 
だC2，_t.Ktト

アスペクト C2._I ，[-，・J.完了 1[] ， C4.~5 ， _3].[Ø ，φ，Kf]) 
CJ=連用習慣 ;.3=連用)，
たC2._t.KtL
アヌベラl ドC2，.1司(-.-J.[].過去，[が.5.連用音便]，[φ ，φ.KtJ)
だC2._I.Kt).
アスベ JjトC2..1.【・.']，[J，退去.'[な 15，連用音恒J，[φ，φ，1{ t]) 
だC2..1.1<0. 
アスベクト C2・ー1Iトー.]'[L過去.nf. 5，連用音恒J，[φ.φ.K t]) 
だC2._LKtト
アスパラト C2， .1 ， [-; -] ， [J .過去，[ま，5.連用音質]，[φ，φ. Kt]) 
だC2，_I，I<t).
アスベクト (.2..1.[-，'l，[J，過去，L4.._5..3]よφIo ， K t)} 
<'3-=連用音恒 :_3=運用).
たC2，.l，Kt).
アスベクト<.t ， .1 • [ -; . ] ， C) ，口，Kt，Kt).
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アスペクト C2，_1，[-，+J，未完了，過去，[が， 5，連用音便J， [φ ，ゅ，KtJ)
でいた仁2，_1，Kt).
アスペクト C2，_1，[-，+J，未完了，過去，[な ，5，連用音便J，[φ ，ゅ，Kt]) 
でいたく_2，_1，Kt).
アスベクト C2，_1，[-，+J，未完了，過去，[ば， 5，連用音便J，[φ ，φ， Kt]) 
でいたく_2，_1，Kt).
アスベクト C2，_1，[ー，+ J，未完了，過去，[ま， 5，連用音便J，[φ ，φ，KtJ) 
でいた C2，_l，Kt).
アスペクト C2，_1，[-，+J，未完了，過去，L4，_5，_3J，[φ ，φ，KtJ)
C3=連用音便 ;_3=連用)， 
ていた C2，_1，Kt).
アスペクト C2，_1，[-，+J，未完了，[J，[が， 5，連用音便J，[φ ，φ，KtJ)
でいる C2，_l，Kt).
アスベクト C2，_1，[ー，+ J，未完了，[J， [な， 5，連用音便J，[φ ，φ， Kt]) 
でいる C2，_l，Kt).
アスベクト C2，_1，[-，+J，未完了，[J， [ば， 5，連用音便J，[φ ，φ， Kt]) 
でいる C2，_1，Kt).
アスペクト C2，_1，[ー，+ J，未完了，[J， [ま， 5，連用音便J，[φ ，φ，KtJ) 
でいるく_2，_1，Kt).
アスベクト C2，_1，[・，+ J，未完了，[J，L4，_5，_3J，[φ ，φ，Kt]) 
C3=連用音便 ;_3=連用)， 
ている C2，_1，Kt).
アスペクト C2，_1，[-，+J，完了，過去，[が， 5，連用音便J，[φ ，φ，Kt]) 
だく_2，_l，Kt).
アスペクト C2，_1，[-，+J，完了，過去，[な， 5，連用音便J，[φ ，φ，KtJ)
だく 2，ー1， K t) . 
アスペクト C2，_1，[-，+J，完了，過去，[ば， 5，連用音便J，[φ ，φ，Kt]) 

だく_2，_1，Kt).
アスベクト C2，_1，[ー，+ J，完了，過去，[ま， 5，連用音便J，[φ ，φ，KtJ) 
だC2，ーl，Kt).
アスペクト C2，_1，[-，+J，完了，過去 ，[_4，_5，_3J，[φ ，φ，Kt]) 
C3=連用音便 ;_3=連用)， 
たC2，_l，Kt).
アスベクト C2，_1，[-，+J，完了，[J， [が， 5，連用音便J，[φ ，φ，KtJ) 
だく 2，ー1，K t) . 
アスペクト C2，_1，[-，+J，完了，[]， [な， 5，連用音便J，[φ ，φ，K t]) 
だC2，_1，Kt).
アスベクト C2，_1，[-，+J，完了，[J. [ば ，5，連用音便J，[φ ，φ，K t]) 
だく_2，_l，Kt).
アスペクト C2，_1，[-，+J.完了，[J， [ま， 5，連用音便J，[φ ，φ，Kt]) 
だく 2，ー1，K t) . 
アスベクト C2，_1，[・，+J，完了，[J，L4，_5，_3J，[φ ，φ，KtJ)
< 3=連用音便 ;_3=連用)， 
たC2，_1，Kt).
アスベクト C2，_1，[-，+J，[]，過去，[が， 5，連用音便J，[φ ，φ， Kt]) 
だく 2，ー1，K t) . 
アスベクト <_2，_1，[-，+J，[J，過去，[な， 5，連用音便J，[φ ，φ，K t]) 
だ(ー2，ーl，Kt).

Z章生牢事宇牢牢幸孝章:孝章事事事本書毒事孝章牢牢Z
%' -~走車~， +継続 z 
n**事牢事#書牢事u牢本牢章生牢牢#毒事u
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7スベクト C2，_I，[.，+]，未完了，過去べが， 5，連用音恒]，[ψ ，φ"Kt.])
でいたC2._1.Kt).
7スベクト <.2..1.ト，+J，来完7，過去.[な， 5.連周昔懐].[ゅ，φ，.a，])
でい~ <.2，.1 ，U).， 
アスベクト <.2..1，【・.+ J，未完了，過去，[ば， 5.，連用音僅J.[ゆ，φ，Kt])
でいた C2._1，Kt).
7スベクト<，2，_]，【・，+]，未完7，過去.[ま， 5.，連用音便]，，[φ ，φ， Kt]) 
でいたC2，_l，Kt).
アスペクト <.2..1，【・，+1，未完了，過去，L4..5，_3J，，[φ ，φ，Kt]) 
<'3=連用音便 ;.3=連用)， 
ていたく_2，_1，1(0.
アスペクト <.2..1.[-，+】1.未完7，CLCが.5.連用音便]，[ct ，ゅ，Kt])
でいるC2，_L.Kt).
アスベクト <.2._1，(-，+]，未完了.[]，[な，5.連用官恒J，[φ，φ，川])
でいるC2，_I，Kt).
アスペクト C2..1 ，[ -. + J ~来完了，口 .nf.5.運用音直]， [φ ， φ ， Kt])
でいる<.2._1"I(t). 
アスペクト C2"ー1，[-;+J.未完7，()，[ま， 5.連用音恒]，[φ ，φ，Kt]) 
でいる<.2，.1.tit).
アスベクト <-2._l.[-，+]，未完了，[J，L4._5，，_3L(φ ，φ.I<.t]) ・
L3=連用音恒;_3=適用)，
ている<.2..LK七).
アスベクト C2..1，[.，+].完了，過去.[が， 5，連用音恒].Cφ ，ψ，Kt，]) 
躍し2，_I，Kt).
アスペクト C2，.L，[..+].完7，退去;[な， 5，適用音恒J.[φ ，φ，Kt]) 
だく_2，.1.Kt).
アスペク トC2，_l，[ーパL完了，過去，[ぱ， 5，連用官恒].[φ ，φ，I<t]) 
だL2，_L.Kt).
アスベクト C2._1，[-，リ，完了，過去，[ま，5，連用 l音恒]，[ψ ，品，Kt])
だC2，_1， Kt). 
アスベクト C2，_L[-汁J.完7.過去;[3， _5，_3]， [φ ，ψ，Kt]) ー
し3=連用官恒;.3=連用).
た<.2，.1.Kt)唱
7スベクト<，2，_1，，[..+].完了，[JI.[が， 5.適用音恒]，[q.¥， o ，KtJl) 
だC2，.l，KO.
アスベクト C2._1;[-，+J，完了.[)， (な.5，連用音便]，[φ ，ψ，Kt])
だC2，_1，Kt).
アスペクト C2，._1.[-，+]，完了.n，[ti，6，連周音直]，[φ ，φ.KtD
だC2，_1，Kt).
アスペクト C2，_1.【-; + J，完了.[]; [ま，5"連用音置]，[φ ，φ，Kt])
だ<-2，.l ， kt) • 
アスベクト <.:2..1.【・，+Ji'完了.(]，L4..5，.3]，[φ，φ.IK t.])・
C3=連用音恒;_3:運用)，
たC2，_1;Kt)-
アスベクト C2，.1，[-.リ，[]，過去.[が.5"連用音恒];[φ ，φ，I(t]) 
だ<，2，_l，I<t).
アスベクト<，2，.1，1[-，+J，n，過去，[な"5 ，連用音恒l，[φ ，φ.Kt]) 
だ<.2，_ L Kt). 

Z章生牢事宇牢牢幸孝章:孝章事事事本書毒事孝章牢牢Z
%' -~走車~， +継続 z 
n**事牢事#書牢事u牢本牢章生牢牢#毒事u
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7スベクト C2，_I，[.，+]，未完了，過去べが， 5，連用音恒]，[ψ ，φ"KtJ)・ 、"
でいたC2._1.Kt).
7スベクト <.2..1.ト，+J，来完7，過去.[な， 5.連周昔懐].[ゅ，φ，Kけ〉
でい~ <.2，.1 ，U).， 
アスベクト <.2..1，【・.+ J，未完了，過去，[ば， 5.，連用音僅J.[ゆ，φ，Kt])
でいた C2._1，Kt).
7スベクト<，2，_]，【・，+]，未完7，過去.[ま， 5.，連用音便]，，[φ ，φ，KtD 
でいたC2，_l，Kt).
アスペクト <.2..1，【・，+1，未完了，過去，L4..5，_3J，，[φ ，φ，Kt]) ・
<'3=連用音便 ;.3=連用)， 
ていたく_2，_1，1(0.
アスペクト <.2..1.[-，+】1.未完7，CLCが.5.連用音便]，[ct ，ゅ，Kt])
でいるC2，_L.Kt).
アスベクト <.2._1，(-，+]，未完了.[]，[な，5.連用官恒J，[φ，φ，川])ヨ
でいるC2，_I，Kt).
アスペクト C2..1 ，[ -. + J ~来完了，口 .nf.5.運用音直]， [φ ， φ ， Kt])
でいる<.2._1"I(t). 
アスペクト C2"ー1，[-;+J.未完7，()，[ま， 5.連用音恒]，[φ ，φ，Kt]) 
でいる<.2，.1.tit).
アスベクト <-2._l.[-，+]，未完了，[J，L4._5，，_3L(φ ，φ.I<.t]) ・
L3=連用音恒;_3=適用)，
ている<.2..LK七).
アスベクト C2..1，[.，+].完了，過去.[が， 5，連用音恒].Cφ ，ψ，Kt，]) 
躍し2，_I，Kt).
アスペクト C2，.L，[..+].完7，退去;[な， 5，適用音恒J.[φ ，φ，Kt]) 
だく_2，.1.Kt).
アスペク トC2，_l，[ーパL完了，過去，[ぱ， 5，連用官恒].[φ ，φ，I<t]) 
だL2，_L.Kt).
アスベクト C2._1，[-，リ，完了，過去，[ま，5，連用 l音恒]，[ψ ，品，Kt])
だC2，_1， Kt). 
アスベクト C2，_L[-汁J.完7.過去;[3， _5，_3]， [φ ，ψ，Kt]) ー
し3=連用官恒;.3=連用).
た<.2，.1.Kt)唱
7スベクト<，2，_1，，[..+].完了，[JI.[が， 5.適用音恒]，[q.¥， o ，KtJl) 
だC2，.l，Kt>.
アスベクト C2._1;[-，+J，完了.[)， (な.5，連用音便]，[φ ，ψ，Kt])
だC2，_1，Kt).
アスペクト C2，._1.[-，+]，完了.n，[ti，6，連周音直]，[φ ，φ.KtD
だC2，_1，Kt).
アスペクト C2，_1.【-; + J，完了.[]; [ま，5"連用音置]，[φ ，φ，Kt])
だ<-2，.l ， kt) • 
アスベクト <.:2..1.【・，+Ji'完了.(]，L4..5，.3]，[φ，φ.IK t.])・
C3=連用音恒;_3:運用)，
たC2，_1;Kt)-
アスベクト C2，.1，[-.リ，[]，過去.[が.5"連用音恒];[φ ，φ，I(t]) 
だ<，2，_l，I<t).
アスベクト<，2，.1，1[-，+J，n，過去，[な"5 ，連用音恒l，[φ ，φ.Kt]) 
だ<.2，_ L Kt). 



170 第2部 自然言語処理

アスペクト C2，_1，[・，+]，[]，過去，[ば， 5，連用音便]，[φ ，φ， Kt]) 
だC2，_1，Kt).
アスベクト C2，_1，[-，+]，[]，過去，[ま， 5，連用音便]，[φ ，φ，Kt]) 
だC2，ー1，Kt).
アスベクト C2，_1，[-，+]，[]，過去，[_4，_5，_3]，[φ ，φ，Kt])
( 3=連用音便 ;_3=連用)， 
たC2，_1，Kt).
アスペクト (_1，_1，[-，+]，[]，[]，Kt，Kt).
Z主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主字本Z
z アスベクト活用 Z 
Z本主本意本主主主主主主主主本本主主主宰主主主主2
1主主主主客主主主主主主主主主客Z
Z た Z
Z主主主主主主主主主主主字本主主Z
た([-32067，-320211_1]，ー1，未然). 
たCl，_1，連用). 
たく[-320671_1]，_1，終止). 
た([-320671_1]，_1，連体). 
2事事本主主主主主主主主主主主主1
Z だ 1
1主主主主主主主主本主主主本主主z
だく[-32066，-320211_1]，ー1，未然). 
だくー1， _1 ，連用). 
だく[-320661_1]，_1，終止). 
だ([-320661 _1]， _1，連体). 
1本本意本主主主主客主主主主主主Z
Z でいた Z 
z毒事本意本本主主主主主主本主主Z
でいたく[-32059，-320941_1]，ー1，未然). 
でいた ([-32059~-320941_1] ，ー 1 ，連用). 
でいた ([-32059，-32094，-320671_1]，ー1，終止). 
でいた ([-32059，-32094，-320671_1]，ー1，連休). 
Z主主主主主本主主主主主本主主主z
Z ていた Z 
Z本主主客本本主主主主客本本主主Z
ていたく[-32060，-320941_1]，ー1，未然). 
ていたく[-32060，-320941_1]，ー1，連用). 
ていた ([-32060，-32094，-320671_1]，ー1，終止). 
ていたく[-32060，-32094，-320671_1]，_1，連体). 
2本本幸孝章本本主主主本主事孝章Z
Z でいる Z 
Z主主本本意毒事事本毒事本主主主Z
でいる ([-32059，-320941_1]，_1，未然). 
でいる ([-32059，-320941_1]，_1，連用). 
でいる ([-32059，-32094，-320231_1]，_1，終止). 
でいる([・32059，-32094，-320231_1]，_1，連体). 
2孝章孝章孝章孝章本主意孝章本本Z
z ている Z 
Z孝章本客孝章本孝章本本孝章孝章z
ている ([-32060，-320941_1]，_1，未然). 
ている ([-32060，-320941_1]，_1，連用). 
ている ([-32060，-32094，-320231_1]，_1，終止). 
ている ([-32060，-32094，-320231_1]，_1，連体). 
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アスペクト C2._l.[-.リベ]1I過去 t[ ~;C ， 5 ~ 連用 音便 1.[ ゆ ， φ.Kt]) 
だ<-2，.1，Kt). 
アスペクト C2，_1，[-，+L口，過去 .(ま.5.運用音便J，(ゃ，φ，KtJ) 
だC2t-l.Kt).
アスペクト C2._l.[-.+J，[]，過去 ，1【.4._5..31.[ψ ，φ.K t]) 
C3:連周音恒;.3三連用). 
たし2..1.Kt).
アスベクト CI;_l，[-汁L(].[]， U， Kt). 
1章章意事事事事事本毒事事本毒事寧毒事事章容毒事Z
z アスペクト活用 z 
Z本意書事孝章毒事本書#事#書牢書書**事事字書Z
Z卒事客sヰ害事審#事**牢事u
Z た z
Z孝章*.字書事事事事**宰毒事Z
た([-32067.・-320211.1Lー1，宋熊). 
たC1，_1.通用). 
~ ([ . S 20 6 7 L 1] . _ 1 .跨止L
た([-320671.1J..1.連悼). 
Z事s本害事本卒事事#事#事#事Z
Z だ Z
E意書本意事事宇害事章容毒事本書Z
だ([-32066，.320211_1]，.1.未話). 
だ<.1..1.連用).
だ([-320661.1l. .1.静止). 
だ([. 320661 .1]，ーl，連体). 
1章事事事事事事本毒事事事事事事Z
z でいた z 
Z毒事S事事事事事事事事事事事事Z
でいた([-32059，・320941日，.1.来鰐).
でいた([-32059，・32094.1_))，.1，連周). 
でいた([・32059.・32094，-320671_1J..l.持止〉ー
でいた ([ - 32059. ~ 32094. ・ 32'067 1 _l1， _ 1 ，連体 L
Z毒事事奪事事事事事毒事**事事Z
Z てい~. % 
Z毒事幸孝毒事事事毒事毒事事本n:
ていた ([ - 32060 ， -32094 1 _ JJ~ . 1 ， 来帯). 
ていた([~32060. ー32:094 ~ • n ， .1 ，運用). 
ていたq・32060，.32094.・320671.1] . . J金時止L
ていた([・32060.・32094会・320671.1J..1，遺体L
Z害事事事事害事事事事幸害事書事E
E でいる Z 
Z毒事事事事事書毒事事事事審#牢Z
でいる([・32.059，.32094.1 .日..l.未鱈).
でいる([・32059.・320941.1]..1，適用ト
でいる ([-32059.-32094，-320231_1]，.1，終止).
でいる([春32059，-32094，・320231_]]，ι1 ，連休). 
Z事客事事事事事事事掌毒事事牢事Z
Z てい畠 Z 
Z毒事毒事事事事本S本事事事宇u
ている([-32060，・320941_1]，.1.来揖).
ている (C~32060J-320941_1) ， _1 ，連用). 
ている([-32060.-32094，・320231_]]， _1，静止L
ている<[・32060，-32094.-320231_J)，.l，連体L



1毒事本本孝章客主主意本主主孝章本主主主主主本意z
z つつあった z 
Z本主主主主本主事毒事本主主本意本主主主字本本本Z
つつあったく[-32062，-320621_1J，_1，未然). 
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つつあった ([-32062，-32062，-32096，-320241_1J，_1，連用音便). 
つつあった ([-32062，-32062，-32096，-320631_1J，_1，連用音便). 
つつあったく[-32062，-32062，-32096，-32063，-320671ー1J ， _1 ，終止). 
つつあった ([-32062，-32062，-32096，-32063，-320671_1J，_1，連休). 
Z本本主本幸孝章本主主主主主主主孝章本主主本孝章Z
Z つつある z 
Z本主本主主意本主主本主主主本主主主主主本意本本Z
つつある ([-32062，-320621_1J，_1，未然). 
つつある ([-32062，-32062，-32096，-320241_1J，_1，連用). 
つつある([帽32062，-32062，-32096，-320631_1J，_1，連用音便). 
つつある ([-32062，-32062，-32096，-320231_1J，_1，終止). 
つつある ([-32062，-32062，-32096，回320231_1J，_1，連休). 

Z主主主主主主主主主主意本本字本本主意本主主主主Z
% % 
Z 話者の判断 Z 
% % 
Z主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主1
1主主主主主主主主主主主本主主主Z
% [J % 
z本本主主主主主主主本主主主主主Z
話者の判断C1，ー1，[J，Kt，Kt).
話者の判断C2，_1，打ち消し，L3，3，未然J，[φ ，φ，KtJ) 
ないC2，_1，Kt).
話者の判断C2，_1，希望，[_3，3，連用 J，[φ ，φ， Kt]) 
たいC2，_1，Kt).
話者の判断C2，_1，推定，[_3，3，終止J，[φ ，φ，KtJ) 
らしいく_2，_1，Kt).
話者の判断C2，_1，様態，[_3，3，連用J，[φ ，φ，KtJ) 
そうだC2，_1，Kt).
話者の判断C2，_1，伝聞，[_3，3，終止J，[φ ，φ，KtJ) 
そうだC2，_1，Kt).
話者の判断C2，_1，不確定，[_3，3，連休J，[φ ，φ，K t]) 
ょうだC2，_l，Kt).
話者の判断C2，_1，丁寧，L3，_4，連用J，[φ ，φ，KtJ) 
まずく_2，_l，Kt).
話者の判断C2，_1，意志，L3，5，未然J，[φ ，φ，KtJ) 
うC2，_1，Kt).
話者の判断C2，_1，意志，L3，_4，未然J，[φ ，φ，Kt]) 
ょう C2，ーl，Kt).
話者の判断C2，_1，打ち消し意志，L3，5，終止J，[φ ，φ，Kt]) 
まいC2，_l，Kt).
話者の判断C2，_1，打ち消 L意志，[_3，3，未然J，[φ ，φ， Kt]) 
まいC2，_l，Kt).

Z毒事事事事**意書害事宇ヰ毒事本毒事事事審毒事Z
Z つつあった Z 
n牢毒事事事事事本事事事:*t:*事事孝章牢章章事z
つつあった([-32062.・320621.ll . .1 ，来控L
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つつあっ主任・32062~ -32062 ，・ 32096.-320241 . 1]~ . l ，運用音便L
つつあラた([・32062，-32062.-32096，-3206SI_l]，_l，連用音恒). 
つつあった (["32062.-32062~.32096. ・ 32063.-320671 _ 1J. _ l~終止). 
つつあった ((-32062 ， -32062~ ・ 32096 j -32063.-320671 _ l ]. . 1 ，連体).
J**毒事事事s事事事審毒事u事#事事章事章n
Z つつある Z 
:u毒事毒事牢牢事事卒事事事事事#書事毒事事事事Z
つつあ号([・32062.-320621.1]，.l，来摂).
つつある ([-32062，-32062，-32096，"320241.1]，.1.連用L
つつある([.32062，・32062，.32096，-320631.1]..1.連用音置)， 
つつある([・32062.-320回 .-3209S，-320231.1]J.lJ終止)-
つつある([ー32062.・32062，.32096，"320231_l]..J.連体ト

x*牢牢奪事事事事章****審#孝章毒事事事事本Z
s: % 
% ~者の判断 z 
% % 
E事事事事事牢Ut牢章宇毒事事牢事事事**事u
z宰ヰヰ**毒事事君事事事事草u
:& [] % 
z毒事生本毒事事卒事事事孝毒事事Z
居者の判断仁1; _1.日，kt.kt).
館者の判断C2j._l.打ち摘し.[.3..4，紫哲].【φ，φ.KtJ) 
ないC2..1，Kt)..
曲者の判断<.2..1.希望，L3._1JI，連用l，[φ，φ，UH 
たいC2..1.Ktト
話者自判断し2._1.推定，L3，_4，持止J，[φ ，φ..kt])
らしい <.2..1~ Kt). 

1者の判断<.2._l，暢盟 .[.3._4.連用IJ，(φ ，ゅ.ktJ) 
そうだC2，.1， K t). 
者の判断(.2._1.伝聞，[_3. _4.終止].[φ.ψ 令I<t])
そうだ<.2..1.kt). 
Ii者の判断<-2..1.不随定.L3，._4.連体].cφ .o • Kt])・
ょうだ<-2..1.I(t)， 
居者の判断<.2._1.丁事.L3..4，連周1.[φ ，φ，kt))
まずC2._l.Kt)姻

w者の判断C2..1.意志.L3，.5.未括].[φ，ψIkt]) 
う<，2，._l，l(t). 
居者自判断C2._1.意志，.[.3.，.4，去控J.[，φ，ゆ，I<t))
ょうC2..L，U)，
回判断C2，.l，打ち摘し意志.L3，5.路止].[φ.O.kt])
まいC2，_l，.KO.
の判断<.2._1.打ち槽 tft志，L3，_II.末鱈]..cφ.φ ，Kt))
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話者の働きかけ ([-32052，-320551_3J，_3，逆接，[_1，_2，連休J). 
話者の働きかけ <-3，_3，命令，[_1，_2，命令J). 
話者の働きかけ ([-320601-'1J，_4，命令，[_2，_3，_1J) ト
(ー1=連用音使;_1 =連用). 

話者の働きかけ([-32056，-32077，-320941_4J，_4，命令，[_2，_3，_1J)
( 1 =連用音便 1=連用). 

話者の働きかけは-320871_3J，_3，疑問，[_1，_2，連体]).

話者の働きかけ([-320521_3J，_3，疑問，L1， _2，連体J). 
話者の働きかけ([-320561_3J，_3，禁止，[_1，_2，連体]).
話者の働きかけ([-320531_3J，_3，確認，Ll， _2，終止]).
話者の働きかけ<-3，_3，平叙，[_1，_2，終止J). 
話者の働きかけ(_3，_3，[J，[_1，_2，終止]).

図6-6 述語生成ルーチンの辞書

のうちのいずれかがはいる。T1は時制を表わし、

[] 

過去

の2つのいずれかがはいる。[](ヌルリスト)は非過去(現在あるいは未来)を

表わしている。アスペクト素性が[+，+]の場合の未完了過去、完了過去、未

完了非過去、完了非過去、[+，一]の場合の完了過去、中立=[]には対応する

表現はない事に注意。

Mode には6.3で述べた「話者の判断」を示すアトムがはいる。 T2は話者の

判断を示す助動調の時制である。そこには動詞の時制と同様

[] 

過去

のうちのどちらかがはいる。最後のFuncには6.3節で述べた「話者の働きか

け」を示すアトムが入る。図6-8にいくつかの実行例を示す。
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話者の働きがけは・32052.-320551_3]，_3.道援，Ll..2，連体]).
の働きかけC3，_3司命令.[_]，_2，命令]).

居者の働きかけ([・320601_4]，_4.命令.L2..3・.1])
<.1 =連用官恒:.1;連用).，
話者の働きかけは-32056，-32077，-320941_4]，_4，命令ベ_2，_3，_1])
し1=連用菅直 :.1=連用).
ー者ーの勧告かけ([・320潟71_3]，_3.韓間 .LI.，.2，遺体]).

fの働者かtt([-B2凶 21.3J，.3，疑問，【_1，_2，連偉]).
居者@働きかけ([・320561_3]，_3.轟止ベ_lt_2，連体]).
居者の働きがけはー320531_3)j _3"直昭，[.1，.2，終止]).
者の働きかけC3._3"平額.L1L2，蹄止J).
Hの働吉かけ<_3t_3，[]，[.1，.2，梼止】)"

園トB 遺障生成ルーチンの辞

のうちのいずれかがはいる， τ111時制を表わし、

[] 

の2つのいず札かがはいる。[](ヌルりストHl非過去{現在あるいは未来)を

わしている，アスペクト素性が[+.+]の場合の未完了過去.完了過去、未

完了非過去、完了非過去‘(+.ー]の場合の完了過去、中立=[]には対応する

品現はない事に，g;;仙@

Modeには'0.3で述べた「暗者的判断J'を示すアトムがはいるQ T2は話者の

判断を訴す助副間の時制である.そこには副厚司の時自国jと同様

[] 

過去

町うちのどちらかがはいる，最棋のFuncには6.3師で遺ベた「話者の働きか

けJを訴すアトムが入る.国6-1にいくつかの実行倒を示す。



1.1. 112朗自据冨箇処理

U*章事***事事事事事事事章牢幸孝章#毒事事Z
1 I 
E 生庇時 Z 
Z 動罰l命圃の処理 z 
I X 
Z毒事牢章#牢毒事事牢書宇毒事事事事事事事事章*X
述語生成([【SO.Sl]，L1i，_段]， _ ，AspL_命掴，Osr，Tl.Hode，T2，fuoc) ・

命題生成 (SO ，[]， [[SO.Sl]~[ _ 行.-蹟J，._.A叩].-命題，Osr，Tl.Mode.T2，Fu
IIC). 

Icnj pr I n t(SO) • 
命題生成 (SO ， st.[[SO ， Sl] ，[_行，ー躍]， _ .'\$，:1]，一命題 .Osr.Tl ， Mode ， T2 ~ Func)

制;6=4' 【話者自曲豊かけ .S6.St，Func.Ki5J，
6， 
5 :;;;.. [判断時制， S5 ， S6.T2~kt4 ， Kt5] ，
1'15， 
4 =.. [話者の判断，S4.S5.ModetKt3.Kt4J.
附4，
Ma =.. [アスペクト .S3，S4，Asp，Osr，Tl，Kt2，Kt3].
"3， 
112 :.. [命掴謹換 .52 ， 53 ，ー命圃 ~L~ï. _眠.l{tJ]，Kt2] ，

"2. 
活用形c行'-陸，ー活用)， 
1 ;;;.. L稽周，Sl，S2.Kt1J
ttl. 

活用形c行._~置，ー請用) :・
na同e(ー行 IN 1). 
na・eC蹟，N2)，
append(NJ.N2，N3)， 
M 圃e(ー請用 .N3).

append([AIX]~Y ， [AIZ]) ・
append(X，'V，Z). 

append(口，X.，X). 
jwrite(口):ー

j wr i te([X 11 Y]) ー
integer(X)， 
knjput(X)， 
jvrite(V). 

jwrih([XIV]) ・

相ri te(X). 
jwriie(V). 

knjput(X) ・
A is X I 256 + 255， 
B is X ~od 256 + 256， 

put(A). py t(B). 

圃8~7 述師生成ルーチンのプログラム

1.1. 112朗自据冨箇処理

U*章事***事事事事事事事章牢幸孝章#毒事事Z
1 I 
E 生庇時 Z 
Z 動罰l命圃の処理 z 
I X 
Z毒事牢章#牢毒事事牢書宇毒事事事事事事事事章*X
述語生成([【SO.Sl]，L1i，_段]， _ ，AspL_命掴，Osr，Tl.Hode，T2，fuoc) ・

命題生成 (SO ，[]， [[SO.Sl]~[ _ 行.-蹟J，._.A叩].-命題，Osr，Tl.Mode.T2，Fu
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制;6=4' 【話者自曲豊かけ .S6.St，Func.Ki5J，
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5 :;;;.. [判断時制， S5 ， S6.T2~kt4 ， Kt5] ，
1'15， 
4 =.. [話者の判断，S4.S5.ModetKt3.Kt4J.
附4，
Ma =.. [アスペクト .S3，S4，Asp，Osr，Tl，Kt2，Kt3].
"3， 
112 :.. [命掴謹換 .52 ， 53 ，ー命圃 ~L~ï. _眠.l{tJ]，Kt2] ，

"2. 
活用形c行'-陸，ー活用)， 
1 ;;;.. L稽周，Sl，S2.Kt1J
ttl. 

活用形c行._~置，ー請用) :・
na同e(ー行 IN 1). 
na・eC蹟，N2)，
append(NJ.N2，N3)， 
M 圃e(ー請用 .N3).

append([AIX]~Y ， [AIZ]) ・
append(X，'V，Z). 

append(口，X.，X). 
jwrite(口):ー

j wr i te([X 11 Y]) ー
integer(X)， 
knjput(X)， 
jvrite(V). 

jwrih([XIV]) ・

相ri te(X). 
jwriie(V). 

knjput(X) ・
A is X I 256 + 255， 
B is X ~od 256 + 256， 

put(A). py t(B). 

圃8~7 述師生成ルーチンのプログラム
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I ?ー話す(Jisho)，述由生成(Ji 51"1'0.【].完7，過去 .，[L口，躍聞L
したか

yes 

I ?・酷す(Jisho).述l園生成(JIsho，[]，未完了，過去，[J.口，蝿問). 
2していたが

yes 

?宣告す(Jlsho)，述居生成(jiSho，(]，宋完了，.[].[].[]，露間). 
Eしているか

)'es 

I ?~作る(Ji Sho，)，述園生成(Jisno，舵役，完了.[]，推定 .[].n). 
作らせたらし h

yes 

I ?・作る(Jisho).述
作ヲた

yes 

成 (Jísh"o，(]，完了，[J.I[]~口.[J). 

lト作吾(Jlsho) ~述臨生成(Ji sho ，[].ま完了 '()'[]JCL口L
作ゥている

ye 

図書4 遠距生成の実行倒

6.4.2 日本語の生直

以下の2点に綿点を当てて、日本属文生嘩システムを構聾するa

① IIJ閥、名詞、野審問、副闘といゥた文を構庫する要曹をどういった商嗣

で患現する方。

@埋め込み文を処理するにはどうしたら白いか，

聞S・9が意味ネットワークかι日本闘を生成するためのプログラムである。
』のプログラムと困&-3のi動詞l辞書、園6~4、図6-5の霊峰ネッ B ワークおよび

図ト6の述属生成の辞書、園6，..7の述居住虞のプログラムをコシザルトして

(p.179へ親<>
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Z宇本書宇字書字書幸専宇事宇事事宇事事事字率t事Z
: % 
z 平姐文 Z 
~ : 
Z事事事事事**孝章#書草寺本事宇毒事宇事事章草E
日本居文(SI.St，Node.Sub崎oiJe) .・

手陣書.日本圏文(Node，Su b~od e._辞骨)，
述部 (53.S! ‘ Node~ .辞書)， 
国・3司ー時(S2.S3.Node， [])， 
主部(S].S2.Node‘，辞書L

Zヰ牢番**毒事牢字書本主宰主#毒事卒事事事事牢事事牢草書毒事本事事卒事卒事事事2
2 手臨:t!_日本盟主(111叫 e，_蔀曹) % 
Z事事事事事事事事害事事事事事事事幸#生Ut牟事事宇事事事客企孝事事孝章事審u
芋艇事ー日本国文 (Node ， 5ub~o~e.[X ， Y.Z.W]) ・

阿久..[Node.(X.V，Zl，W]]. 

幅東縄(Node，Zl， Z2) ，. 
re・ove(SubHode.Z2，Z).

櫨東縄〈ーゆ[].[J).
描車輔〈ROde?EE-棉 ;X;_幅条件.-轄内容]ITJ，[L格 .X，._帽主主件，ー幡内容]I Ret.]) 

11 i nk(_棺，[珪置 ;NodeJ，_格内曹)， 

genericC梅内容，.-格条件)， 
幡東縄(Node，i， R:et)噸

桔東縛判。de，C_liJ， Ret) 
時軍調〈制ode，i ，.ReU. 

g.eoe ri c( X ~ X) .. 
geoer icC棺剛容 J一幅長件):・

I II nk( i s:a. 骨桔i内容.:0.
8eller iC'(X._格条件L・ark(X) ・
.ar'ked(X) 
!.fail. 

聞ark(X)
a:ss引‘ta(圃arked(X))，
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Z字本申書事事事事事事事事事事事本毒事事本事事宇事事草寺牢幸章宇Z
Z 副国(Sl.S2.Node.[]) X 
Z本意害事事事客本字毒事章卒事事事事事事事事事本事事事幸毒事事幸草

副伺ー時任TimeISl]，Sl.Node，[))・

Illlk (t i lIIe • [述自 .Node].L，Ti附】〉砂
副因 -唱所(5.1~S t. ~ode . 口) • 

U罰，時(Sl.St.Hode，[])
飼.場所(S1 • S t I N od e ， []) • 

副悶ー場所([LocateISl]，SI，Node.[]) ー
'1 in~(locate. 【述雷， ~ode].[_.Locate))
副翻(Sl.St.Node，[]). 

副間ー場所(S1.St.Node， (])ト
副嗣 (s].St.Node，[]). 

副割引AdvlSi]，Si，Node.口，)
1 i ok(adv， (述閤 ，Nod，eJ.L .1¥11¥1]). 

副間(St， S t. Nod e ~ []). 
21牢**事***書**事ヰ#毒事#本意書本字書事Z
% 1 
z 述部 Z 
% X 
Z章牢牢幸孝章#主宰#書**毒事事事#毒事事事事Z
述部(Sl.St.h"ode，ー辞書) :ー
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手続きー遅部(Hode._命題.Osr.Tl.問。dejT2.Func)，
命題生成(SI.St・-辞書'-命題.Osr.Tl.Mode.T2，func).

S**書#牢事#孝章害事牢牢草書#書#事#事事事卒事幸孝章重幸草寺字書#主#事主宰宇#事#事事事宇事事事事#審u
Z 手麗~ -述師(No，de. ー命題 ;Osr ，T1， Mode.T2 ，F'unc) 1 
Z本孝章本章毒事事卒事事$事事事事事事事事事事本牢書#牢草草書#牢草書宇**書事本毒事事本書:毒事宇事事卒事事事事Z
手続き ，超部 (Node ， _命題 .Osr ， T l. Mode~T2.Func) ・
(1 i Ilk(命題.[述面，Node]..命掴);-命題::(])， 
(lInk(osr，[述m.制o(j，eJ .0$ r) ; 0$ r =口).
(lj同k(ti圃，e，[述語.Node].[Tl，.]);Tl= (J)， 
(l i ok(宮署の判断ベ述語，Node].[Hode.T2]);<問ooe= [];T2 ::日))
( I i f1k(話者の働きかけベ連盟，NodeJ，fullc);Func;口). 

Z毒事事本毒事事本書事事事事事事事本書客毒事本書Z
s x 
Z 主部 Z 
S % 
Z事事事事事卒事事事毒事事事#害事事事事事事害事Z
主部(Sl.St.Node.[...，.幡l構造._])

主部 I(Sl ， St ;~odé ， _轄構造 L
主師 1(5t，St.NQde，[]). 
主部 1(S1tSt"Node，[L格..格闘嗣，-1'_梅内容]I T]) 

名目句 J(5)，5:2，_梅肉審'.格Dh胴)，
主部 1(S2， St. t¥ode • T) . 
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Z本寧毒事事:u害毒事事宇ヰ草書卒事事宇宰事事事Z
，; % 

Z 名聞匂 z 
% : 
SU:幸孝章意書卒事宇毒事審#牢書***書牢#毒z
Z毒事事#事#宇#主宰事宇書#書事#事事事事事事Z
Z 名目l句 1 :t 
Z事事事幸毒事事孝幸孝章毒事害事孝章毒事#牢まu
名問句 1(SI.St，Node..瞳助国〉

Ii flkC.[珪暫 tNext _ ~od e ] ~N ode) ，
!!!1~Hk (N e 耳 L NQde)， 
日本阻文 (SI.S2 ~ N ext _ Node ， Node).
宅間匂 2(S :2 ~St .N o-d e ， ー格闘; 開 L

名詞句11(Sl.St，Node..棺刷闘)
者間句 2(Sl.St ， N ode~ _幡助問 L

x*書#書草孝章事事事事事害事事幸事章生#事**耳

z 名問句 2 % 
Z毒事卒事事章宇毒事事事宇宇毒事毒事事s孝章孝章Z
名詞句 2(Sl ，51.. Node，ー幅助闘) ・

1 illik(owner，阿ol:le，Owne'r). 
名問句 (S ]~ S2 ， Owner ，[])，
名胴句a(52.[田 1St】，Node._晴朗罰). 

名周句'2(Sl ，SltNode，_幡胸間)':-
名園匂a.(S 1. St"， Node._格助国).

Z奪事事事毒事事事事事草書事事牢毒事孝章事事字書z
Z 名園句 3 :C 
Z事#書#事毒事事事事事毒事本害事***章#事事E
名聞句 3(Sl ，St.制ode;_格闘閤) :-

I ink(adJ.Hode，[_.AdJ])， 
形容閤(Sl，S2.Adj.【])，
名園句4(52，St. !Ilode，_轄閏間〉ー

名園句a(51 "St，Node，一倍助回)
名餌句 4(Sl~St~Nolle ， _格助岡).

Z孝章毒事審u毒事事事事事事宇Z
Z 名詞 z 
Z事章毒事章毒事事客事事事事:客ヰE
名嗣句 4([~od'e ， _格闘飼 II St] ;St~N叫e~ ー幅助!間 L
Z事事事#孝章幸孝章牢事事事幸u:
S % 
Z 障害固 z 
s s 
z害事事#書量害毒事#卒事事牢牢Z
形容胴〈【4dvISl]，SJ.Node.口〉

I ink(adv ， ~ ode ，[_， AdvJ) ， 
陪客間 1($ 1 ~ S t t No'l:Ie ， [J)動

態審嗣(51，S t， Nod，e ， [])・
形容開 1(Sl ，St， rfod@，[]). 

E曹関 1([Iltode I S'tJ I S '~ ， tlode， []). 
e瓦(~ode)

ab'(ll i s!h(咽arlkedJ 1); 



.間関帽x_，，""'"，n 

I i "k( 【途困 ~o~ e】 〉
urk(附ode)

臼本g文(>，口i刷。""【】)，

Jwrite(X)，nl 

聞'岡本腕 .プログラム

?-ex (必師ノード)

と入力する.述.ノ ドとして'"作る"食べるI留す，r*o.r入れるニと
がで怠る.例えば

?-ex (11:べる}

と入"すると

.夫が積S下..で附11ft;..，た.耳買をーλで.ぺている

という文が..きれ

?-ex (作"

と入"すると

絡子が肝夫が一入で食べでいる科".UIで昨日作った

と、うヨたが生成き.，‘・

.を胸骨成する削げ司名1<影移阿 国障問といゥた鯵々をO*11，6.3・eで.
たように叫叶ワークによって叫してある."本町内山

はこの息時ネヲトワ タ.. 島県しつつ 日み僚の文禄 こ従qて各.，憶をつな

げて川.プログラムの酬a

目柑文(SI.St，N噛 S耐副

とhているがそれぞ附抑制肝叫世欄H~..，て叶.

51 : !t'-"'.き批岡本闘が入る

5t : ，ルリス Hlが入&

N.託 生成を絡める遺骨ノ "術乏する

S則bN晴 .側主ヌルリスト []が人る.酔 >!.M柏酬を行なうと

きは ここに主文の述脹ノード伊場め込み文へ.，九る
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上の述語の中では

手続き日本語文(Node，SubNode，一辞書)， 

述部(S3，St，Node，辞書)， 

副詞一時(S2，S3，Node，[J)， 

主部(Sl，S2，Node，辞書)• 

といった一連の処理が行なわれる。手続き一日本語文は、動調辞書の第3引き

数にある格の制約に関する情報と実際の意味ネットワークのマッチングをと

り、意味ネットワークの内容が格に関する制約を満たしていれば、実際の内

容を束縛する。このマッチングは以下のような手順で行なわれる。

①格の制約に関する情報を動詞辞書から取り出す。例えば「話す」の

r objectJは「生物」であるo

② 意味ネットワーク中の「話す」のrobjectJを参照すると「先生」になってい

る。

③ 「先生」が「生物」で、あれば、「話す」のrobjectJを先生として束縛する。「先

生」が「生物」であるかどうかは、意味ネットワーク中のqsaJリンクをたど

っていけば分かる。

その後は文の語尾の方向から、述部、副調、主部の順に文章を構成していく。

述部の構成は意味ネットワークから、時制、アスペクトなどの文の属性に関

する情報を取ってきて述語生成ルーチンに渡すことで行なう。文の属性に関

する情報は

手続きー述部(Node，一命題，Osr，Tl，Mode， T2，Func)， 

という Prolog述語で行なう。主部を構成する名詞句の生成は以下の子)1原で

行なわれる。

① その名詞句が他の動調との共通の格になっている場合は、埋め込み文の

処理を行なう。

② owner リンクがあれば、名詞句の所有者としてその内容を加える。

③ adj リンクがあれば、名調匂の修飾語としてその内容を加える。形容詞に

かかる副詞の処理は形容調の処理の時に行なわれる。

④格に応じた格助詞をつけて、名調句を構成しつけ加える。

このうち埋め込み文の処理は、いちばん最初の日本語文/4を再帰的に呼び出

すことで処理を行なう。この時は、 2つの述語によって共有されている名詞

句が、生成された文章に重複しないように埋め込み文の方からは取り除く処
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理を行なう。そうしないと

哲夫が裕子が料理を昨日作った料理を一人で食べている

といったおかしな文章が生成されてしまう。埋め込み文の処理の時は、既に

言及された動詞と、埋め込み文の動詞の区別をつけるために marked/lとい

う述語で処理の終わった動調にマークをつけるようにしている。

6.5 システムの評価
第5章で紹介した「小さな積木の世界」は、限定された領域でのを対象とし

ているので、辞書の記述量もそう大きくはない。しかし、この章の文生成シ

ステムは、汎用の辞書を記述しているために、辞書の記述量はかなり大きく

なっている。記述量が大きいことを除けば、システム構築にかかる手間はそ

れほど大きくはない。特に、述語生成システムさえしっかりしたものになっ

ていれば、中間表現を意味ネットワーク以外のものに切り替えたり、この章

で、は扱っていない、 5wlh形式の疑問文や従位接続詞を含んだ複文に対応す

ることも簡単にできる。

実行スピードについては、パソコン上の Prologでも十分実用的なスピー

ドで動作する。ただし、辞書を拡張していった場合、容量の方がさきに天井

を打つであろう。推論システムなどと組み合わせる場合は、大容量のメモリ

をサポートしている処理系を利用する方が良いだろう。

文生成システムの応用分野であるが、機械翻訳システムの一部としての利

用や、コンサルテーションシステムやCAI(コンビュータ補助教育)システム

の出力部への利用が考えられる。その他にも意味ネットワークという知識表

現は推論システムの記述も十分可能であるために、いろいろと応用がきくで

あろう。

今回挙げた述語生成ルーチンは、「活用形が後に続く語に規定される」とい

う用言の特性のために、語尾の方から生成するようになっている。従って、

辞書とのマッチングも語尾の方から行なっており、そのまま構文解析に使お

うとすると相当効率が悪くなる。また、文生成においては、意味表現(中間表

現)の方に暖昧性がないので、辞書は解析に用いられるものよりも相当衛略化

されている。例えば、命令を表わす語尾の場合、文生成の方では

~しろ

といった命令形の活用語尾を採用すれば事が足りる。しかし、文解析の方で

は
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~しろ

~して

~しなさい

~しましょう

など様々の表現を同じ命令形として判断しなければならない。従って、この

辞書を述語の解析に変更する場合は、同義語に対応できるように辞書の項目

を拡張し、動詞から活用語尾の方にマッチングを取るようにする必要がある

だろう。その際図6-6の述語生成辞書は、拡張していく際のベースとして、そ

のまま用いることができるだろう。




